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15-28 災害時の葬祭業務に関する協定 

 

鳥羽市（以下「甲」という。）と三重県葬祭業協同組合（以下「乙」という。） 

とは、鳥羽市内に地震、風水害、その他の災害（以下「災害」という。）が発生し、 

多数の死者が集中的に発生した場合における葬祭用品の供給等の協力に関し、 

次のとおり協定を締結する。 

 

(総則) 

第１条 この協定は、災害により多数の死者が集中的に発生した場合における葬祭用品の供 

  給等に係る甲及び乙の協力に関し、必要な事項を定める。 

 

(協力要請) 

第２条 甲は、災害時の葬祭用品の供給等を必要とするときは、乙に対し葬祭用品の供給等 

  の協力を要請することができることとし、乙は、次の各号に掲げる葬祭用品の供給等の 

  協力を甲にするものとする。 

  ① 棺(棺用マット、棺布団、棺覆、仏衣、ドライアイスを含む)の供給 

  ② 骨壷、骨箱(骨箱覆、骨上げ箸を含む)の供給 

  ③ 埋葬又は火葬に至るまでの業務（納棺、運搬を含む)の供給 

  ④ その他甲が指定する業務 

２ 前項に規定する葬祭用品の仕様については、別表１のとおりとする。 

 

(要請の方法) 

第３条 甲は、前条に掲げる協力要請を乙に行う際には、甲が乙に別紙協力要請書(様式第 

  １号) により要請するものとする。 

２ 前項に規定する要請書による要請について、特に急を要する場合や書面による連絡が不 

 可能な場合などは、甲は口頭での要請も行えるものとするが、この場合でも遅滞なく乙に 

 対し書面による要請を行うものとする。 

 

(協力の実施) 

第４条 乙は、前条の要請を受けたときは、誠実に実施するものとする。 

 

(報告) 

第５条 乙は、前条の規定に基づき実施したときは、乙は甲に別紙業務実績報告書(様式  

第２号) により報告するものとする。 

 

(経費の負担) 

第６条 乙の協力に要した費用については、甲が負担するものとする。 
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(経費の請求) 

第７条 乙は、葬祭用品の供給等の実績を集計し、甲に請求するものとする。 

 

(経費の支払) 

第８条 甲は、前条の規定に基づき、乙から支払の請求があった場合には、速やかに支払う 

  ものとする。 

 

(価格の決定) 

第９条 甲が負担する経費の価格は、災害救助法施行細則（昭和 40年三重県規則第 11 号）  

に定められた費用の限度額の範囲内で、甲、 乙協議し、決定するものとする。 

 

(協議) 

第１０条 この協定に定めのない事項及びこの協定に疑義が生じたときは、甲乙協議の上、 

   決定するものとする。 

 

(有効期限) 

第１１条 この協定の有効期限は、締結の日から平成 25 年３月 31 日までとする。ただし、

有効期間満了の日の１ヶ月前までに、甲乙双方から協定解除の申し出がないときは、協

定期間満了の翌日から起算して１年間延長するものとし、以後同様とする。 

 

 この協定の締結を証するため、この本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自その１通 

を保有する。 

 

平成 24 年 2 月 16 日 

 

甲 三重県鳥羽市鳥羽３丁目１番１号 

                   鳥羽市 

                     鳥羽市長 木田 久主一 

 

                乙 三重県津市桜橋３丁目２８６番地 

                   三重県葬祭業協同組合 

                     理事長  山本 善巳 
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様式第１号 

 

第     号 

年  月  日 

 

三重県葬祭業協同組合 理事長 様 

 

 

鳥羽市長     印 

 

 

協  力  要  請  書 

 

 

   災害時の葬祭業務に関する協定書第３条の規定に基づき、次のとおり協力を 

要請します。 

注：要請内容の欄には、棺及び葬祭用品の必要数を記載して下さい。 

 

 

要 請 担 当 者 

担 当 者 名          鳥羽市     課 

連絡先電話番号 

Ｆ Ａ Ｘ 番 号  

口頭、電話等により 

連 絡 し た 日 時 
    年  月  日（ ）    時   分 

要 請 理 由  

要 請 内 容  

供 給 場 所  

履 行 期 間  

備   考  
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様式第２号 

 

第     号 

年  月  日 

 

鳥羽市長 様 

 

    三重県葬祭業協同組合     

 理事長         印 

 

 

業 務 実 績 報 告 書 

 

 

災害時の葬祭業務に関する協定書第５条の規定に基づき、次のとおり実績を 

報告します。 

 

 

 

要請依頼番号 

及び日時 

      年  月  日付 第     号 

供 給 内 容  
   

供 給 場 所   

履 行 期 間  年  月  日  ～  年  月  日 

連 絡 先 

( 担 当 者 ) 

 

備   考   
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別表１ 

 

品  目 仕       様 備  考 

寝   棺 
桐プリント平蓋 窓付 

長 1,800mm×幅 530mm×高 395mm 

 

大   棺 
桐プリントＲ蓋 窓付 

長 1,900mm×幅 560mm×高 420mm 

 

小   棺 
桐プリント平蓋 子供用２尺 

長 600mm×幅 297mm×高 230mm 

 

寝棺マット 吸水シート（ポリマー入）  

棺   覆 無地（窓付） 寝棺用 

棺 布 団 綿入三点セット（枕・敷布団・掛布団）  

仏   衣 無地（大・足袋付）  

骨   壷 
(大) 白 磁 ６号     (中) 白 磁 ５号 

(小) 白 磁 ４号 

 

骨  箱 
(大) 桐 箱 ７号     (中) 桐 箱 ６号 

(小) 桐 箱 ５号 

 

骨 箱 覆 
(大) 金・銀７号     (中) 金・銀６号 

(小) 金・銀５号 

 

骨 上 箸 袋入  

 

※ 協議のうえ変更する場合もある。 

 

 

 

 

 

※ 同内容で協定締結している組織 

  三重県鳥羽市鳥羽三丁目 15 番 9 号 光造花 
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15-29 災害時における宿泊施設等の使用に関する協定書 
 

 災害時に宿泊施設等を津波避難場所としての使用に関し、株式会社鳥羽国際ホテル

（以下「甲」という。）と 鳥羽市（以下「乙」という。）との間において，次のとおり

協定する。 
 

（目的） 

第１条 この協定は、鳥羽市内に地震、津波が発生し、または発生するおそれがある 

場合における津波避難場所（以下「津波避難場所」という。）として、甲の所有する

鳥羽国際ホテルを使用することについての必要な事項を定めることを目的とする。 
 

（使用用途） 

第２条 この協定による施設使用用途は、津波避難場所とする。 
 

（使用変更の報告） 

第３条 甲は、何らかの事情により津波避難場所としての使用が不可能となるときには、 

乙に連絡するものとする。 
 

（使用期間） 

第４条 使用施設の使用期間は、強い地震を感じたとき、弱い地震であっても長い時間 

ゆっくりとした揺れを感じたとき、または津波警報が発表されたときから、津波警報

の解除等により津波のおそれがなくなったときまでとする。 
 

（費用負担） 

第５条 施設の使用料は無料とする。 
 

（施設・備品の破損時等の対応） 

第６条 使用施設が津波避難場所として使用された場合の施設の破損については、 

乙が復旧に係る費用を負担するものとする。ただし、地震、津波等の災害により損傷

した箇所については、この限りではない。 
 

（避難時の事故等に係る責任） 

第７条 甲は、使用施設に地域住民等が避難した際に発生した事故等に対する責任を 

一切負わないものとする。 
 

（有効期間） 

第８条 この協定の締結期間は、協定の日から平成２４年４月１日から平成２５年３月 

３１日までとする。 
 

２ 前項の期間満了の日の１か月前までに、甲、乙いずれかから申し出がない場合は、 

この協定は期間満了の日の翌日から更に１年間更新されるものとし、以降も同様とする。 
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（協議事項） 

第９条 この協定に定めのない事項及びこの協定に関して疑義が生じたときは、その 

都度、甲、乙双方が協議して定めるものとする。 
 

(その他) 

第 10 条 鳥羽市内において震度５強以上の地震が発生した場合、甲、乙双方の協議に

より避難所として使用できるものとする。 
 

 上記協定の証として、協定書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各１通を保有する。 
 

 平成２４年２月２４日 
 
 

甲  三重県鳥羽市鳥羽１丁目２８３－１ 

    株式会社鳥羽国際ホテル 

 ㊞ 
 

乙  三重県鳥羽市鳥羽三丁目１－１ 

    鳥羽市 

                         ㊞ 

 

 

 

※1 同内容で協定締結している施設 

 ①扇芳閣、②鳥羽グランドホテル、③湯快リゾート鳥羽 彩朝楽、④ガーデンヒルズ利

平治、⑤サン浦島 悠季の里、⑥ホテル芭薪萃、⑦和風旅館 新八屋、⑧五感の宿 慶泉、

⑨リゾートヒルズ豊浜、⑩ホテルクローバ「風薫」、⑪別館すずき、⑫民宿旅館 山川、   

⑬御宿 瀬乃崎 

 

※2 第 10 条を除く内容で協定締結している施設 

  ⑭天狗山、⑮与吉屋、⑯中山かき直売所、⑰陽光苑 
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15-30 災害時における物資供給に関する協定書 

 

鳥羽市（以下「甲」という。）とＮＰＯ法人コメリと災害対策センター（以下「乙」とい

う。）は、災害時における物資の供給に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、地震、風水害その他の災害が発生し、又は発生するおそれがある場合

（以下「災害時」という。）において、甲が乙と協力して、物資を迅速かつ円滑に被災地

へ供給するために必要な事項を定めるものとする。 

（協定事項の発効） 

第２条 この協定に定める災害時の協力事項は、原則として甲が、災害対策本部を設置し、

乙に対して要請を行なったときをもって発動する。 

（供給等の協力要請） 

第 3 条 甲は、被災時において物資を調達する必要があると認めるときは、乙に調達が可

能な物資の供給を要請することができる。 

（調達物資の範囲） 

第４条 甲が、乙に供給を要請する物資の範囲は、次に掲げるもののうち、乙が調達可能な

物資とする。 

（１） 別表に掲げる物資 

（２） その他甲が指定する物資 

（要請の方法） 

第５条 第３条の要請は、調達する物資名、数量、規格、引渡場所等を記載した文書をもっ

て行なうものとする。ただし文書をもって要請するいとまがないときは、電話等で要請し、

その後速やかに文書を交付するものとする。 

（物資の供給の協力） 

第６条 乙は、前条の規定により甲から要請を受けたときは、物資の優先供給に努めるもの

とする。 

２ 乙は、物資の供給を実施したときは、その供給の終了後速やかにその実施状況を報告書

により甲に報告するものとする。 

（引渡し等） 

第７条 物資の引渡場所は、甲が指定するものとし、その指定地までの運搬は、原則として

乙が行うものとする。ただし、乙が自ら運搬することができない場合は、甲が定める運送

手段により運送するものとする。 

２ 甲は、乙が前項の規定により物資を運搬する車両を優先車両として通行できるよう配慮

するものとする。 

 



176 

 

（費用の負担） 

第８条 第６条の規定により、乙が供給した物資の代金及び乙が行った運搬等の経費は、甲

が負担するものとする。 

２ 前項に規定する費用は、災害発生直前における小売価格等を基準とし、甲と乙が協議の

上速やかに決定する。 

 （費用の支払い） 

第９条 物資の供給に要した費用は、乙の請求により、甲が支払うものとする。 

２ 甲は前項の請求があったときは、その内容を確認し、速やかに費用を乙に支払うものと

する。 

 （情報交換） 

第 10 条 甲と乙は、平常時から相互の連絡体制及び、物資の供給等についての情報交換を

行い、災害時に備えるものとする。 

 （協議） 

第 11 条 この協定に定めのない事項及びこの協定に疑義が生じたときは、甲乙協議の上定

するものとする。 

（有効期間） 

第 12 条 この協定は、協定締結の日から効力を有するものとし、甲又は乙が文書をもって

協定の終了をしない限り、その効力を有するものとする。 

  

 この協定の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を保有す

る。 

 

 

 平成２４年 ３月 １日 

 

 

               三重県鳥羽市鳥羽三丁目１－１ 

           甲     

鳥羽市長 木 田 久主一 

 

 

 

新潟県新潟市南区清水４５０１番地１ 

           乙   ＮＰＯ法人 コメリ災害対策センター 

                 理事長  捧  賢  一 
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別表 

災害時における緊急対応可能な物資 

大分類 主な品種 

作業関係 

 

 

 

 

 

日用品等 

 

 

 

 

 

 

水関係 

 

冷暖房機器等 

 

電気用品等 

 

 

トイレ関係等 

作業シート、標識ロープ、 

ヘルメット、防塵マスク、簡易マスク、 

長靴、軍手、ゴム手袋、皮手袋、 

雨具、土のう袋、ガラ袋、 

スコップ、ホースリール 

 

毛布、タオル、 

割箸、使い捨て食器、 

ポリ袋、ホイル、ラップ、 

ウェットティッシュ、マスク、 

バケツ、水モップ、デッキブラシ、雑巾 

簡易ライター、使い捨てカイロ 

 

飲料水、水缶 

 

大型石油ストーブ、木炭、木炭コンロ 

 

投光器、懐中電灯、乾電池、 

カセットコンロ、カセットボンベ 

 

緊急ミニトイレ 
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15-31 災害時における協定書 

 

社会福祉法人あしたば福祉会(以下｢甲｣という。)と鳥羽市(以下｢乙｣という。)とは、災害発生

時等に、乙が津波避難場所及び風水害等避難所(以下｢避難所等｣という。)として甲の施設を使用

することについて、必要な事項を定めるため、次のとおり協定書を締結する。 

 

(避難所等) 

第１条  甲は、鳥羽市内に地震、津波、豪雨、洪水等の災害が発生及び発生する恐れがあり、

住民や帰宅困難者(以下｢住民等｣という。)の避難所が必要と判断される場合には、甲が

管理する下記の施設を避難所等として使用することができるものとする。                              

○所在地：鳥羽市鳥羽五丁目                        

○施設名：あしたば作業所 

(避難所等の開設) 

第２条  乙は、第１条の定める施設を避難所等として使用するときは、事前に甲に報告しなけ

ればならない。ただし、緊急を要する場合は開設後に報告するものとする。 

(避難所等の管理) 

第３条  避難所等の管理運営は乙の責任において行うものとする。 

(施設の使用料) 

第４条  施設の使用料は無料とする。ただし、避難所として長期使用する場合においては、甲・

乙別途協議することとする。 

(避難所等としての使用の終了) 

第５条  乙は、第１条に定めた施設について避難所等としての使用を終了する際には、甲に報

告するとともに、その施設を原状回復し、甲の確認を受けなければならない。 

(利用者責任) 

第６条  甲は、住民等が施設に避難した際に発生した事故等に対する責任を一切負わないもの

とする。 

(有効期間) 

第７条  この協定の期間は平成２４年４月１７日から平成２５年３月３１日までの１年間と

する。ただし、期間満了の１ヶ月前までに甲、乙いずれからも申出がない場合はさらに

１年間延長するものとし、以後これに準じて延長するものとする 

(協議) 

第８条  協定書に定めのない事項及び協定書に疑義が生じた場合は、甲、乙協議の上、決定・

解決を図るものとする。 

 

平成２４年４月１７日 

甲 鳥羽市鳥羽五丁目８－６２ 

                                            社会福祉法人 あしたば福祉会 

                      理事長 岩 井 吉 太 郎 

 

乙 鳥羽市鳥羽三丁目１－１ 

                                          鳥羽市長 木 田 久 主 一 
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15-32 災害時に備えた相互協力に関する申合せ 
 

鳥羽市（以下「甲」という。）と鳥羽警察署（以下「乙」という。）とは、災害時に備えた相互

協力に関し、次のとおり申し合わせる。 

 

第１ 趣旨 

  この申合せは、鳥羽市の区域内において災害が発生し、又は発生するおそれがある場合に、

災害の発生の防御又は拡大の防止のための措置（以下「災害応急対策」という。）を円滑かつ

迅速に講ずることができるようにするため、甲乙の相互協力に関し、必要な事項を申し 合わ

せるものである。 

 

第２  申合せ内容 

  １ 情報の相互提供のための措置 

      甲及び乙は、災害時において、次に掲げる情報を相互に提供するため、甲乙協議の上、連

絡窓口の設定等必要な措置を講ずるものとする。 

    (1)  死者、行方不明者、負傷者等人的被害に関する情報 

    (2)  建物被害、交通網被害、ライフライン被害等物的被害に関する情報 

    (3)  被災者、避難者、災害時要援護者、帰宅困難者等支援を必要とする者に関する情報 

    (4)  その他災害応急対策に有用と認める情報 

 

 ２ 津波防災地域づくりの推進に関する措置 

      甲及び乙は、津波防災地域づくりに関する法律（平成 23 年法律第 123 号）第 10 条第１項

の規定に基づき、甲が作成する津波防災地域づくりを総合的に推進するための計画に関し、

甲乙協議の上、その実効性を確保するために必要な措置を講ずるものとする。 

 

 ３ 警戒区域設定に伴う措置 

      甲及び乙は、甲その他の者が災害対策基本法（昭和 36 年法律第 223 号）第 63 条第１項の

規定に基づく警戒区域を設定した場合の対応に関し、甲乙協議の上、その実効性を確保す

るために必要な措置を講ずるものとする。 

 

 ４ 遺体の取扱に関する措置 

     甲及び乙は、乙が行う検視並びに遺体の身元確認、安置及び引渡しに関し、甲乙協議の上、

遺体の取扱場所の確保等必要な措置を講ずるものとする。 

 

 ５ 拾得物等の取扱いに関する措置 

      甲及び乙は、拾得物等の取扱いに関し、甲乙協議の上、拾得物等の保管場所の確保等必要

な措置を講ずるものとする。 

 

第３ 了解事項 

 １ この申合せは、甲と乙との間に強制を課するものでなく、甲乙の相互協力によってその趣

旨を実現するものである。 

  

２ この申合せの内容に含まれない事項及びこの申合せの内容に疑義が生じた事項について
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は、甲乙協議の上、決するものとする。 

 

この申合せを証するため、本書２通を作成し、甲乙両者署名の上、各１通を保有する。 

 

   平成２４年４月２５日 

                      （甲） 鳥羽市鳥羽三丁目１番１号 

                 鳥羽市 

                                鳥羽市長 木田 久主一 

 

 

                           （乙） 鳥羽市松尾町７４番地４ 

                 鳥羽警察署 

                                  鳥羽警察署長 服部 孝彦 
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15-33 大規模災害発生時における相互協力に関する協定 
 

大規模な災害が発生し、又は発生するおそれがある場合（以下｢災害時｣という。）において、

災害応急対策を迅速かつ円滑に実施するため、鳥羽市長（以下「甲」という。）と鳥羽海上保

安部長（以下「乙」という。）との間で、次のとおり協定を締結する。 

 

第１ 鳥羽市の施設使用 

１ 甲は、災害時において、乙の庁舎が損壊、浸水、火災等の甚大な被害を受け、もしくは

受けるおそれがある場合、甲の指定する施設（以下「指定施設」という。）を、乙が海上

保安業務用施設として使用することを承諾するものとする。 

 

２ 乙は、災害時に指定施設を使用しようとする時は、あらかじめ別紙「行政財産使用許可

申請書」を甲に提出するものとする。ただし、緊急を要する場合は口頭による申請を行い、

事後、速やかに申請書を提出するものとする。 

 

３ 甲は、指定施設について、災害応急対策に関し甲と乙の円滑な連携を図るため、鳥羽市

の対策本部に隣接するとともに、約９０平方メートル程度の広さを有する施設となるよう

配慮するものとする。 

 

４ 指定施設の使用期間は、大規模災害が発生した日を起算日として、同日から原則として

90 日以内とし、期間の延長については、必要により甲乙が協議してこれを定めるものと

する。 

  

５ 本協定に基づく指定施設の使用料は無償とする。ただし、指定施設の使用に係る光熱水

料については、乙は、甲に支払うものとする。支払額の決定方法等、支払の詳細について

は、甲乙双方が協議し定めるものとする。 

 

６ 乙は、当該使用が終了したときは、これを原状に復する責務を負う。 

 

７ 甲は、乙が指定施設を使用するに当たり発生した事故等に対する責任は、一切負わない

ものとする。 

 

８  災害時において、甲が指定施設の使用を承諾できない事態が生じた場合には、甲乙協議

の上、指定施設の変更、本協定の解約等について定めるものとする。      

 

第２ 災害時の情報の相互提供 

甲及び乙は、災害時において、海上並びに離島及び沿岸地域における次に掲げる情報を、

相互に提供するものとする。 

イ  負傷者、行方不明者、死者等の人的被害に関する情報 
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ロ 船舶の漂流、転覆、沈没、火災等の海難に関する情報 

ハ 灯台、航路標識、港湾、漁港等の物的被害に関する情報 

ニ 被災者、避難者、災害時要援護者等の支援を必要とする者に関する情報 

ホ その他災害応急対策に有用と認める情報 

 
第３ その他 

１ 本協定書に定めない事項及び本協定に関して疑義の生じた事項については、甲乙双方が

協議して解決するものとする。 

 

２ 本協定は、平成 24 年 7 月１２日から適用する。 

 
 

本協定の成立を証するため、本書を２通作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を保有する。 

 

  平成２４年７月１２日 

 

     （甲）三重県鳥羽市鳥羽三丁目１番１号 

        鳥羽市長      木田 久主一 

 

 

（乙）三重県鳥羽市鳥羽一丁目２３８３番地２８ 

鳥羽海上保安部長  柳田 誠治 
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15-34  災害救助に必要な物資の調達に関する協定書 

 

鳥羽市（以下「甲」という。）と一般社団法人日本非常食推進機構（以下｢乙｣という。）との間

に、鳥羽市内において地震、風水害、その他の災害（以下「災害」という。）が発生した場合に

おいて、災害救助に必要な物資の調達に関し、次の通り協定を締結する。 

 

（要 請） 

第１条 甲は、次の各号に掲げる場合において物資を調達する必要があると認めるときは、乙に

対し、その保有する物資の供給を要請することができる。 

(１) 鳥羽市内において地震、風水害その他の災害が発生し、又は発生するおそれがあると

き。 

(２) 鳥羽市以外の災害救助のため、国又は関係都道府県から、物資の調達の斡旋を要請さ

れたとき。 

 

（調達物資の範囲） 

第２条 甲が乙に供給を要請する物資は、次に掲げる事項のうち、乙が保有する物資とする。 

(１) 白い小箱 （災害用非常食） 

(２) その他甲が指定する物資 

 

（要請の方法） 

第３条 第１条に定める要請は、｢緊急物資調達要請書｣（第１号様式）の発行をもって実施する

ものとする。ただし、当該要請書を提出できない事態の場合は、口頭にて調達要請を行い、そ

の後速やかに当該要請書を発行するものとする。 

 

（要請に基づく乙の措置） 

第４条 第１条による要請を受けたときは、乙はその要請事項を実施するための措置を講ずると

ともに、その措置の状況を甲に報告するものとする。 

 

（費用負担） 

第５条 第２条の規程により調達物資（以下「白い小箱」をいう。）の対価及び運搬にかかる費

用については、乙が負担するものとする。但し、乙が、販売に保有している物資について、物

資を調達した場合については、甲の負担とする。 

 

（引渡し） 

第６条 物資の引渡し場所及び運搬方法は甲が指定するものとする。ただし、甲は必要に応じて

乙に運搬の協力を求めることができる。 

２ 甲は、引渡し場所に職員を派遣し、物資内容を確認のうえ引き取るものとする。 
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（連絡責任者） 

第７条 甲及び乙は、本協定締結後速やかに、本協定に係る連絡責任者を「連絡責任者届」（第

２号様式）により相手方に報告するものとする。また、連絡責任者に変更があった場合につい

ても同様とする。 

 

（保有数量の報告） 

第８条 乙は、この協定の成立の日及び毎年４月１日現在の物資保有数量を｢物資相違報告書｣

（第３号様式）により、甲に報告するものとする。 

 

（情報の交換） 

第９条 甲及び乙は、この協定に定める事項を円滑に推進するため、定期的な情報交換に努める

ものとする。 

 

（有効期間） 

第 10 条 この協定の有効期間は、協定締結の日から、平成２５年３月３１日までとする。ただ

し、期間満了の日の３０日前までに、甲又は乙の一方から文書をもって協定終了の意思表示を

しない限り、その効力を持続するものとする。 

 

（協 議） 

第 11 条 この協定に定めのない事項については、その都度、甲及び乙が協議のうえ定めるもの

とする。 

 

この協定書の締結を証するため、本書２通を作成し、甲、乙押印のうえ各自１通を保有する 

 

平成 24 年 12 月 25 日 

 

       鳥羽市鳥羽三丁目１－１ 

   甲 

                鳥羽市長  木 田 久 主 一  ㊞ 

 
 

            三重県四日市市浮橋一丁目４番地３ 

         乙 

            一般社団法人日本非常食推進機構 

                代表理事  古 谷 賢 治  ㊞ 



185 

 

（第１号様式） 

 年 月 日 

緊急物資調達要請書 

 

一般社団法人日本非常食推進機構 

代表理事 古谷賢治 様                            県 

                  

 

市・町 

 

 

災害救助に必要な物資の調達要請について 

 

｢災害救助に必要な物資の調達に関する協定｣に基づき、下記のとおり要請します。 

なお、協定書第４条の規定により、本要請に対する貴社の措置状況を報告願います。 

 

記 

 

１．災害及び応援を必要とする状況 

 

２．応援を必要とする物資の内容 

要請期日 必要とする物資の内容 数量 物資の引渡場所 運搬方法 備考 

      

＊ 要請量は、１日当たりとする 

       問い合わせ先 

                               部      課 

                      

 

電話 

FAX 

担当 
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（第２号様式） 

連 絡 責 任 者 届 

 

【       県・市・町】 

１．連絡責任者 

役職・氏名  

T E L  

携  帯  

F A X  

 

 

２．時間外および休日の場合の連絡先 

項  目 第１連絡先 第２連絡先 

役職・氏名   

T E L    

携  帯   

F A X   

 

 

【一般社団法人連絡責任者】 

１．連絡責任者 

役職・氏名  

T E L  

携  帯  

F A X  

 

 

２．時間外および休日の場合の連絡先 

項  目 第１連絡先 第２連絡先 

役職・氏名   

T E L    

携  帯   

F A X   
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（第３号様式） 

 年 月 日 

物資相違報告書 

 

           様 

                  

             一般社団法人日本非常食推進機構 

                           代表理事  古 谷 賢 治 

 

 

「災害救助に必要な物資の調達に関する協定書」（第７条）に基づき、当社の（物資可能数量・

措置状況）を下記のとおり報告します。 

 

記 

１．調達可能数量 

注：協定書第７条による報告は、配布地区一覧を記入する。 

 

２．物資の搬入場所 （いずれかに○をつける） 

(ア)災害対策本部まで搬入する 

(イ)当社の指定場所で引渡し 

(ウ)その他（   県・職員が指定する場所で引渡し等） 

 

３．搬入方法（ 陸路 ・ 空路 ・ 海路 ） 

 

地   区 数量 地   区 数量 
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15-35  災害時におけるＬＰガス等の調達に関する協定書 
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15-36  防災拠点災害対応機器備蓄に関する覚書 
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15-37  災害時等における軽油燃料の供給協力に関する協定書 

 

鳥羽市（以下「甲」という。）と石川商工株式会社（以下「乙」という。）は、次のとおり

協定を締結する。 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、甲の区域内に災害が発生し、又は発生するおそれがある場合（以下「災

害時等」という。）において、甲の行う応急措置業務等に必要な軽油燃料の供給協力に

関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（協力の要請） 

第２条 甲がこの協定による要請を行うときは、書面により行うものとする。但しその暇が

ないときは、口頭または通信手段を用いて行うことができるものとする。この場合は後

日速やかに提供要請を行った旨が記載された文書を提出する。 

 

（軽油燃料の供給） 

第３条 乙は、前条による甲の要請を受けたときは、やむを得ない事由のない限り協力する

ものとする。 

２ 乙は、鳥羽市松尾町地内に保有する生コンクリートプラント施設内の自家用給油施設に

貯蔵している軽油燃料（最大１万リットル）を現地にて供給するものとする。 

 

（軽油燃料の返還） 

第４条 甲は、供給を受けた日から１箇月以内に、供給を受けた軽油燃料に相当する軽油燃

料を、前条第２項に規定する自家用給油施設に返還するものとする。ただし、災害時等

の影響で軽油燃料の輸送が困難な場合はこの限りではない。 

 

（協議） 

第５条 この協定に定めない事項又はこの協定に定める事項に疑義が生じたときは、その都

度甲乙協議して定めるものとする。 

 

（有効期間） 

第６条 この協定は、締結の日からその効力を有するものとし、甲又は乙が文書をもって協

定の終了を通知しない限り、その効力を継続する。 

 

 この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各自その１

通を保有する。 
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15-38  災害時等におけるボランティア活動に関する協定書 
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15-39  災害時における動物救護活動に関する協定書 
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15-40  L アラート(公共情報コモンズ)の運用に係る覚書 
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15-41  災害時における帰宅困難者に対する支援に関する協定 
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※ 同内容で協定締結している施設 

 ①リゾートヒルズ豊浜、②鳥羽グランドホテル、③扇芳閣、④鳥羽国際ホテル、 

 ⑤エクシブ鳥羽、⑥サン浦島、⑦鳥羽シーサイドホテル、⑧和光、⑨錦海楼、 

 ⑩ホテル芭薪萃、⑪胡蝶蘭、⑫花の小宿 重兵衛 
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15-42 災害時における避難行動要支援者(聴覚障がい者)の支援に関する協定書 

 

三重県（以下、「甲」という。）と鳥羽市（以下、「乙」という。）とは、鳥羽市内に地震、

風水害その他の災害が発生した場合（以下「災害時」という。）における、避難行動要支援

者（聴覚障がい者）の支援に関する事項について、次のとおり協定を締結する。 

 

（趣旨） 

第 1 条 この協定は、災害時において、甲及び乙が協力して、支援を必要とする聴覚障が

い者への支援を行うために必要な事項を定めるものとする。 

2 この協定に係る活動及び報告は、三重県聴覚障害者支援センター（以下、「センター」

という。）が行う。 

 

（定義） 

第 2 条 この協定において、避難行動要支援者（聴覚障がい者）とは次に掲げる者をいう。 

(1) 聴覚 1 級から 3 級までの身体障害者手帳を交付されている者であって、災害時の支援を

受けるために自らの情報をセンターへ提供することに同意した者 

(2) 上記に掲げる者に準ずる状態にある者 

 

（避難行動要支援者（聴覚障がい者）の情報提供及び支援要請） 

第 3 条 乙は、センターに対し、平常時から前条第 1 項第 1 号に規定する避難行動要支援

者台帳の写し（以下、「台帳」という。）を提供する。 

2  支援の要請手続きは、原則として文書により行うものとする。ただし、緊急を要する

ときは、口頭又は電話等により要請し、その後速やかに文書を提出するものとする。 

3  センター及び乙は、避難行動要支援者（聴覚障がい者）の支援を円滑に実施するため、

連絡体制及び方法等について平常時から確認を行い、災害時に支障をきたさないよう備え

るものとする。 

  

（災害時の支援活動） 

第 4 条 センターは、乙から前条に規定する要請があったときは、乙の協力のもと、避難

情報等の伝達、安否確認、避難所における避難生活上の支援及び支援物資の配布等の支援

活動を行う。 

2  前項の規定にかかわらず、鳥羽市内で震度 5 強以上の地震が発生したとき又は乙が避

難準備情報、避難勧告若しくは避難指示を発令したときは、乙からの要請の有無にかかわ

らず、センターは、台帳を活用し、対象者の安否確認や支援を行うことができる。 
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（経費の負担） 

第 5 条 この協定に基づき、支援活動に要した経費は、乙が負担する。 

2  前項の経費は、甲及び乙が協議の上決定するものとする。 

 

（経費の支払い） 

第 6 条 支援活動に要した経費は、甲の請求により、乙が支払うものとする。 

2  乙は、前項の請求があったときは、その内容を確認し、速やかに費用を甲に支払うも

のとする。 

 

（災害時の活動報告） 

第 7 条 センターは、避難行動要支援者（聴覚障がい者）の支援活動に関し、人的被害や

物的被害を把握したときは、ただちに乙へ連絡するものとする。 

2 乙は、必要に応じて、センターに対し、避難行動要支援者（聴覚障がい者）の被害状況

等を問い合わせることができる。 

3 センターは、避難行動要支援者（聴覚障がい者）の支援活動を終了したときは、速やか

に乙へ支援活動報告書を提出するものとする。 

 

（事故） 

第 8 条 センターは、乙からの要請に基づく支援活動に際し、事故が発生したときは、乙

に対して速やかにその状況を報告するものとする。 

 

（第三者に対する責任） 

第 9 条 センターは、乙からの要請に基づく支援活動に際し、センターの責に帰する事由

により、第三者に損害を与えたときは、その賠償の責を負うものとする。 

 

（災害補償） 

第 10 条 センターは、センターが派遣した者が、乙からの要請に基づく支援活動中に死亡

又は負傷する場合を考慮し、災害ボランティア保険への加入を義務付け、災害補償につい

て方策を講じるものとする。 

2 前項における災害ボランティア保険の加入経費は、センターが負担するものする。 

 

（台帳の管理） 

第 11 条 センターは、第 4 条に規定する支援活動及び支援活動を容易にするための日常生

活において行う声かけ、相談等以外の目的で台帳を利用してはならない。 

2 センターは、台帳に記載された個人情報及び支援上知り得た個人の秘密を漏らしてはな

らない。支援する役割から離れた後も同様とする。 
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3 センターは、台帳を紛失しないよう厳重に保管するとともに、その内容が支援に関係し

ない者に知られないように適切に管理をしなければならない。 

4 センターは、センター職員及び聴覚障がい者災害支援サポーター以外に台帳を使用させ

てはならない。 

  

（平常時の協力体制） 

第 12 条 センターは、平常時からセンターの広報等で避難行動要支援者登録制度を広く周

知し、地域防災計画に基づく個別計画の作成時には、台帳を活用し、避難行動要支援者（聴

覚障がい者）の同意を得て、必要な協力を行う。 

 

（協議） 

第 13 条 この協定に定めのない事項及びこの協定について疑義が生じたときは、甲及び乙

が協議して定めるものとする。 

 

（有効期間） 

第 14 条 この協定は、協定締結の日から効力を有するものとし、甲又は乙が文書をもって

協定の終了を通知しない限り、その効力を有するものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本書 2 通を作成し、甲乙署名押印の上、各自 1 通を保有

する。 

 

平成 27 年 12 月 22 日 

 

                 津市広明町 13 番地 

甲 三重県 

                 三重県知事  鈴 木 英 敬 

 

 

 

 

                 鳥羽市鳥羽三丁目 1 番 1 号 

乙 鳥羽市 

                 鳥羽市長  木 田 久 主 一 
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15-43  災害時における協力に関する協定書 

 

 鳥羽市（以下「甲」という。）と三重県行政書士会（以下「乙」という。）とは、災害が発

生し、被災者等の支援のために必要となる行政書士業務について、次のとおり協定を締結す

る。 

 

（対象災害） 

第１条 この協定において「災害」とは、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第

２条第１号に定めるもの、及びそれと同程度の災害等で甲が乙の協力が必要であると認め

たものとする。 

 

（要請） 

第２条 甲は、災害の発生時等に、行政書士業務の必要性が生じたときは、第１号様式によ

り乙に対して協力を要請するものとする。 

  ただし、緊急を要するときには、口頭又は電話等をもって要請し、事後速やかに文書を

提出するものとする。 

 

（業務範囲） 

第３条 甲の要請により乙及び乙の会員が行う業務は、行政書士法（昭和２６年法律第４号）

第１条の２及び第１条の３に定める業務並びに法令等に基づき行政書士が行うことがで

きる業務と同業務を実施するために必要となる次に掲げる業務とする。 

（１）乙による被災者支援相談窓口の設置 

（２）甲への乙の会員派遣 

 （３）その他甲が必要と認める業務 

 

（対応体制の整備等） 

第４条 乙は、災害が発生した場合又は災害が発生するおそれがある場合において、必要と

認めるときは、甲の要請に直ちに対応できる体制の確保に努めるものとする。 

２ 乙は、前項の体制の確保に資するため、平時から、連絡体制、連絡方法、連絡手段及び

業務責任者等を定め、業務に支障を来さないよう連絡調整に努めるものとする。 

３ 乙は、甲から要請を受けた場合おいて、乙のみにて対応困難なときは、甲乙協議のうえ、

乙の関係団体等に支援を求めることができるものとする。 

 

（訓練協力） 

第５条 乙が甲の実施する訓練に参加を要請された場合は、必要により協議のうえ、これに

協力するものとする。 

（費用負担） 

第６条 第３条（１）に基づく業務にかかる費用について、被災者支援相談窓口の設置（業

務場所）にかかる賃借料は、甲の負担とし、その他相談料、派遣費用等については乙の負

担とする。 
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２ 第３条（２）及び（３）に基づく業務にかかる費用については、原則として甲の負担と

し、災害発生時の直前における当該地域の適正価格を基準として、甲乙協議のうえ、定め

るものとする。 

 

（損害補償） 

第７条 第３条に基づき業務に従事した者が、当該業務により負傷し若しくは疾病にかかり

又は死亡した場合の損害賠償は、「労働者災害補償保険法」（昭和２２年法律第５０号）に

より行うものとする。ただし、労働者災害補償保険法が適用されない場合は、甲乙協議の

うえ、補償等の対応にあたるものとする。 

２ 乙又は乙の会員は、前項の事実が発生したときは、速やかに、その状況を書面により甲

に報告するものとする。 

 

（有効期間） 

第８条 この協定の有効期間は、協定締結の日から平成２９年３月３１日までとする。ただ

し、協定期間満了日前１ケ月前までに、甲乙いずれからも協定解除又は変更等について申

し出がないときは、この協定は期間満了の翌日から起算して更に１年間延長するものとし、

以後同様とする。 

 

（甲の解除権） 

第９条 甲は、この協定が履行される見込みがないと認めるとき、又は乙に災害支援の協力

者としてふさわしくない非行があったと認めるときは、前条の有効期限にかかわらず、こ

の協定を解除することができる。 

 

（その他） 

第１０条 この協定に定めがない事項又はこの協定の内容に疑義が生じたときは、その都度、

甲乙協議して定めるものとする。 

 

この協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙署名押印のうえ、それぞれ１通を

保管する。 

 

平成２８年２月１２日 

 

甲 三重県鳥羽市鳥羽三丁目１番１号 

     鳥羽市 

鳥羽市長  

 

 

 

乙 三重県津市広明町３２８番地 

            三重県行政書士会 
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（第１号様式） 

 

   年  月  日 

三重県行政書士会 御中 

 

鳥羽市長 

 

 災害協力要請書 

 

災害時における協力に関する協定書第２条の規定に基づき、次のとおり協力を要請します。 

 

要 請 担 当 者 

氏名・電話番号 

所  属  職  名  

氏  名  電話番号  

電話ＦＡＸ等 

による要請日時 
   年  月  日（ ） 午前・午後  時  分頃 

要 請 内 容  

場     所  

期     間    年  月  日 ～   年  月  日 

備     考  
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15-44-(1)  災害時における避難所等施設利用等に関する協定書 

 

 鳥羽市（以下「甲」という。）と三重交通株式会社（以下「乙」という。）と鳥羽シー

サイドホテル株式会社（以下「丙」という。）は、鳥羽市内に発生した地震その他による

災害（以下単に「災害」という。）時において、避難場所及び避難所（以下「避難所等」

という。）としての施設利用等に関して、次のとおり協定を締結する。 

 

（趣旨）                                     

第１条 この協定は、災害時において甲が乙の所有する施設の一部を、避難所等として利

用することについて、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（避難所等の定義） 

第２条 甲が定める避難所等とは、災害が発生した場合またその恐れのある場合に一時的な

避難を行う施設等であるとともに、災害により住家が全半壊、全半焼等した場合に、当

該避難者が一定期間避難生活を送るための施設をいう。 

２ 甲が定める避難所等は、市内の避難者のみを収容するものではなく、県内外の広域的

な避難者（観光客等の帰宅困難者を含む。）を収容するものでなければならない。 

３ その他、別表の基準を満たす施設でなければならない。 

 

（利用要請） 

第３条 甲は、災害時において次に掲げる施設を避難所等として利用する必要があると認め

るときは、乙及び丙に対して要請することができる。 

施設名称 鳥羽シーサイドホテル 

所在地 三重県鳥羽市安楽島町 1084 番地 

所有者 三重交通株式会社 

棟名等 望館 岬亭 汀館 

構造等 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄骨鉄筋コンクリート造 

建築年 昭和 46 年、48 年 昭和 62 年 平成 8 年 

避難所等総床面積 10,659.18 ㎡ 6,828.50 ㎡ 19,763.24 ㎡ 

収容可能面積 
7,461.42 ㎡ 

（総床面積×0.7） 

4,779.95 ㎡ 

（総床面積×0.7） 

13,834.26 ㎡ 

（総床面積×0.7） 

収容人数 
3,730 人 

（2 ㎡／人） 

2,389 人 

（2 ㎡／人） 

6,917 人 

（2 ㎡／人） 

２ 前項の要請は、原則として文書によるものとする。ただし、緊急を要する場合は、電話

等により要請し、その後速やかに文書による手続きを行うものとする。 
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（要請への対応） 

第４条  乙及び丙は、前条の規定に基づき甲から要請を受けたときは、対応結果等を文書で

甲に報告するものとする。ただし、緊急を要する場合は、電話等により報告し、その後速

やかに文書による手続きを行うものとする。 

 

（避難所等の開設、運営） 

第５条  乙及び丙は、緊急に避難する災害が発生した場合またその恐れのある場合は、甲の

要請を待たず、避難所等を開設することができる。 

２ 甲は、乙及び丙が前条により施設の利用について受理した場合は、直ちに避難所等を開

設する。 

３ 避難所等の運営については、丙の職員等が行うものとする。 

 

（収容期間） 

第６条 避難者の避難所等への収容期間は、災害発生後から、避難者の応急仮設住宅、自宅

その他の居住施設が確保されるまでの間で甲が指定した期間とし、３か月を限度とする。

ただし、必要に応じて、甲乙丙協議の上、３か月を限度に当該期間を延長できるものとす

る。 

 

（避難所等解消への努力） 

第７条 甲は、丙が通常の業務を再開できるよう配慮するとともに、当該避難所等の早期解

消に努めるものとする。 

 

（費用負担） 

第８条  甲の要請に基づき、甲が避難所等として乙の所有する施設を利用した場合の利用料

は、甲乙丙協議して決定するものとする。 

 

（避難時の事故等にかかる責任） 

第９条 施設に避難者が避難した際に発生した事故等に対する責任については、原則、甲が

負うものとする。ただし、乙又は丙の責めに期すべき事由による事故等については、乙又

は丙が責任を負うものとする。 

 

（利用の終了） 

第 10 条 甲は、周囲の状況から避難所等の利用の必要がないと判断できたときには、速や

かに利用を終了するものとする。 

２ 甲は、避難所等の利用を終了する際は、乙及び丙に文書により報告するものとする。 
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（連絡体制の確立） 

第 11 条 協力要請の手続きを円滑に行うため、甲乙丙は事前に連絡責任者及び連絡担当者

（以下「連絡責任者等」という。）を定め、相互に文書で報告するものとする。 

２ 甲乙丙は、連絡責任者等に変更が生じた場合は、その都度、相互に文書で報告するもの

とする。 

３ 乙は、丙が使用する施設の増改築等により、当該施設の面積等に変更が生じる場合は、

甲に文書で報告するものとする。 

 

（避難所の機能向上への努力） 

第 12 条 乙及び丙は、施設の避難所としての機能が向上するよう、施設管理や職員指導等

に努めるものとする。 

 

（訓練等協力要請） 

第 13 条 甲は、乙又は丙に対して、防災訓練又は防災研修等への参加並びに防災意識啓発

活動への協力を要請することができる。 

２ 乙又は丙は、前項の規定による要請に対して可能な限り応じるものとする。 

 

（実施細目） 

第 14 条 この協定に係る様式及び実施に係る細目等は、実施細目として別に定めるものと

する。 

 

（有効期間） 

第 15 条 この協定の締結期間は、協定締結の日から起算して 10 年間とする。ただし、有効

期間満了の１月前までに、甲乙丙いずれからも文書による終了の意思表示がないときは、

当該有効期間満了日の翌日から起算して１年間延長するものとし、以後もまた同様とす

る。 

 

（協議） 

第 16 条 この協定に定めのない事項又はこの協定に関して疑義を生じたときは、その都度、

甲乙丙協議して決定するものとする。 

 

この協定は、平成 28 年５月１日から施行する。 

上記の協定の成立を証するため、この協定書３通を作成し、甲乙丙記名押印の上、各自１

通を保有する。 
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   平成 28 年 5 月 1 日 

 

 

甲 三重県鳥羽市鳥羽 3 丁目 1 番 1 号 

   鳥羽市   

   鳥羽市長  木田  久主一                      

 

 

 乙 三重県津市中央 1 番 1 号 

   三重交通株式会社 

   取締役社長  雲井 敬 

 

 

 丙 三重県鳥羽市安楽島町 1084 番地 

   鳥羽シーサイドホテル株式会社 

   取締役社長  伊比 昌弘 
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※15-44-(1)(2)(3)共通
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15-44-(2) 災害時における避難所等施設利用等に関する協定書 

 

 

南勢町 
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15-44-(3) 災害時における避難所等施設利用等に関する協定書
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（避難所等の開設、運営） 

第５条 乙は、緊急に避難する災害が発生した場合またその恐れのある場合は、甲の要請 

を待たず、避難所等を開設することができる。 

２ 甲は、乙が前条により施設の利用について受理した場合は、直ちに避難所等を開設する。 

３ 避難所等の運営については、乙の職員等が行うものとする。 

（収容期間） 

第６条 避難者の避難所等への収容期間は、災害発生後から、避難者の応急仮設住宅、自宅 

その他の居住施設が確保されるまでの間で甲が指定した期間とし、３か月を限度とする。 

ただし、必要に応じて、甲乙協議の上、３か月を限度に当該期間を延長できるものとする。 

（避難所等解消への努力） 

第７条 甲は、乙が通常の業務を再開できるよう配慮するとともに、当該避難所等の早期解 

消に努めるものとする。 

（費用負担） 

第８条 甲の要請に基づき、甲が避難所等として乙の所有する施設を利用した場合の利用料 

は、甲乙協議して決定するものとする。 

（避難時の事故等にかかる責任） 

第９条 施設に避難者が避難した際に発生した事故等に対する責任については、原則、甲 

が負うものとする。ただし、乙の責めに期すべき事由による事故等については、乙が責 

任を負うものとする。 

（利用の終了） 

第10 条 甲は、周囲の状況から避難所等の利用の必要がないと判断できたときには、速や 

かに利用を終了するものとする。 

２ 甲は、避難所等の利用を終了する際は、乙に文書により報告するものとする。 

（連絡体制の確立） 

第11 条 協力要請の手続きを円滑に行うため、甲乙は事前に連絡責任者及び連絡担当者（以 

下「連絡責任者等」という。）を定め、相互に文書で報告するものとする。 

２ 甲乙は、連絡責任者等に変更が生じた場合は、その都度、相互に文書で報告するもの 

とする。 

３ 乙は、使用する施設の増改築等により、当該施設の面積等に変更が生じる場合は、甲 

に文書で報告するものとする。 

（避難所の機能向上への努力） 

第12 条 乙は、施設の避難所としての機能が向上するよう、施設管理や職員指導等に努め 

るものとする。 
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15-45-(1)  災害時における協定書 

松尾町内会（以下｢甲｣という。）と鳥羽市(以下｢乙｣という。)とは、災害発生時等に、

乙が風水害等避難所【土砂災害】（以下｢避難所等｣という。）として甲の施設を使用する

ことについて、必要な事項を定めるため、次のとおり協定書を締結する。 

 

(避難所等) 

第１条 乙は、鳥羽市内に台風や集中豪雨等による土砂災害が発生及び発生する恐れが

あり、住民や帰宅困難者（以下｢住民等｣という。）の避難所が必要と判断される

場合には、甲が管理する下記の施設を避難所等として使用することができるもの

とする。 

○所在地：鳥羽市松尾町６５１－２                        

○施設名：松尾町老人憩の家なごみ 

(避難所等の開設) 

第２条 乙は、第１条の定める施設を避難所等として使用するときは、事前に甲に報告

しなければならない。ただし、緊急を要する場合は開設後に報告するものとする。 

(避難所等の管理) 

第３条 避難所等の管理運営は乙の責任において行うものとする。 

(施設の使用料) 

第４条 施設の使用料は無料とする。ただし、避難所として長期使用する場合において

は、甲・乙別途協議することとする。 

(避難所等としての使用の終了) 

第５条 乙は、第１条に定めた施設について避難所等としての使用を終了する際には、

甲に報告するとともに、その施設を原状回復し、甲の確認を受けなければならな

い。 

(利用者責任) 

第６条 甲は、住民等が施設に避難した際に発生した事故等に対する責任を一切負わな

いものとする。 

(有効期間) 

第７条 この協定の期間は平成２８年 ７月 １日から１年間とする。 

ただし、期間満了の１ヶ月前までに甲、乙いずれからも申出がない場合はさら

に１年間延長するものとし、以後これに準じて延長するものとする 

(協議) 

第８条 協定書に定めのない事項及び協定書に疑義が生じた場合は、甲、乙協議の上、

決定・解決を図るものとする。 

 

平成２８年 ７月 １日 

甲 鳥羽市松尾町６４４－３ 

                                            松尾町内会長 山本 隆 

 

乙 鳥羽市鳥羽三丁目１－１ 

                                          鳥羽市長 木 田 久 主 一 
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15-45-(2)  災害時における協定書 

鳥羽磯部漁業協同組合桃取町支所（以下｢甲｣という。）と鳥羽市(以下｢乙｣という。)

とは、災害発生時等に、乙が風水害等避難所【土砂災害】（以下｢避難所等｣という。）

として甲の施設を使用することについて、必要な事項を定めるため、次のとおり協定

書を締結する。 

 

(避難所等) 

第１条  乙は、鳥羽市内に台風や集中豪雨等による土砂災害が発生及び発生する恐れ

があり、住民や帰宅困難者（以下｢住民等｣という。）の避難所が必要と判断され

る場合には、甲が管理する下記の施設を避難所等として使用することができる

ものとする。                              

○所在地：鳥羽市桃取町９３－４                        

○施設名：桃取健康管理センター  

(避難所等の開設) 

第２条  乙は、第１条の定める施設を避難所等として使用するときは、事前に甲に報

告しなければならない。ただし、緊急を要する場合は開設後に報告するものと

する。 

(避難所等の管理) 

第３条  避難所等の管理運営は乙の責任において行うものとする。  

(施設の使用料) 

第４条  施設の使用料は無料とする。ただし、避難所として長期使用する場合におい

ては、甲・乙別途協議することとする。  

(避難所等としての使用の終了) 

第５条  乙は、第１条に定めた施設について避難所等としての使用を終了する際には、

甲に報告するとともに、その施設を原状回復し、甲の確認を受けなければなら

ない。 

(利用者責任) 

第６条  甲は、住民等が施設に避難した際に発生した事故等に対する責任を一切負わ

ないものとする。  

(有効期間) 

第７条  この協定の期間は平成２８年 ７月 １日から１年間とする。  

ただし、期間満了の１ヶ月前までに甲、乙いずれからも申出がない場合はさ

らに１年間延長するものとし、以後これに準じて延長するものとする  

(協議) 

第８条  協定書に定めのない事項及び協定書に疑義が生じた場合は、甲、乙協議の上、

決定・解決を図るものとする。 

 

平成２８年 ７月 １日 

甲 鳥羽市桃取町２６３  

                                            鳥羽磯部漁業協同組合  

                      桃取町支所長  山下 幸弘 

 

乙 鳥羽市鳥羽三丁目１－１  

                                          鳥羽市長 木 田 久 主 一 

 

 

 



 

220 

 

15-46 災害時の施設使用に関する覚書 
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15-47 災害時等におけるヘリコプター離発着場の使用に関する協定書  

  災害時等におけるヘリコプター離発着場の使用に関して、株式会社ホーペック（以下

「甲」という。）と鳥羽市（以下「乙」という。）との間において、次のとおり協定を締結

する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、鳥羽市内に災害等が発生した場合において、乙が、救助・捜索等の

救助活動を円滑に行うため、甲の所有する敷地の一部を防災ヘリコプター等の離発着場と

して使用することについて、必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（離発着場） 

第２条 離発着場は、甲が所有する鳥羽市松尾町 1002-1 の一部とする。 

  ２ 乙に提供可能な離発着場は、甲が作成する図面により特定する。 

  ３ 乙が救助活動等において、甲の離発着場の使用するときは、電話等で通知し、甲

の許可を得るものとする。 

 

（離発着場の変更又は取消し） 

第３条 甲は、敷地内の施設の増改築等により、離発着場の面積等に変更が生じる場合、

または何らかの事情により離発着場としての使用が不可能となるときには、書面等

にて乙に連絡するものとする。 

 

（使用期間) 

第４条 離発着場の使用期間は、災害発生時等から乙の初動対応が収束する期間までとす

る。 

２ 乙は、その使用期間の延長を希望するときは、その延長期間について甲の許可を

得るものとする。 

 

（離発着場への立ち入るための解錠） 

第５条 離発着場への立ち入るための解錠は、甲の職員又は甲の指定する者（乙の関係者

を含む）が行うものとする。 
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（費用負担） 

第６条 離発着場の使用料は無償とする。 

 

（原状回復） 

第７条 乙が救助活動等のために離発着場を使用した際、乙の故意又は過失により施設・

備品等を破損した場合は、乙が原状に復する責を負うものとする。 

但し、地震等の災害により損傷した箇所については、この限りではない。 

 

（事故等に係る責任） 

第８条 甲は、甲の故意又は過失により甲が責任を負うべきことが明らかな場合を除き、

乙が救助活動等により離発着場を使用した際に発生した乙の事故等に対する責任を

一切負わないものとする。 

 

（有効期限） 

第９条 この協定書の締結期間は、合意の日から平成 30 年 3 月 31 日までとする。 

  ２ 前項の期間満了の日の１ヶ月前までに、甲、乙いずれかから申し出がない場合は、

この協定書は期間満了の日の翌日から更に１年間更新されるものとし、以降も同様

とする。 

 

（協議事項） 

第１０条 この協定書に定めのない事項及びこの協定書に関し疑義の生じた事項について

は、必要に応じて甲・乙が協議のうえ定めることとする。 

 

この協定書の交換を証するため、本書２通を作成し、甲、乙記名押印の 

    うえ各自その１通を保有するものとする。 

 

 

平成 29 年 3 月 21 日 

甲  鳥羽市松尾町１００２－１ 

   株式会社ホーペック 

                   代表取締役社長  濱 口  隼 人 

 

乙  鳥羽市鳥羽三丁目１番１号 

鳥羽市長   木 田 久 主 一 
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15-48 災害時における活動拠点提供の協力に関する協定書  
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15-49 災害発生時における福祉避難所の設置運営に関する協定  
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※ 同内容で協定締結している施設 三重福祉会陽光苑、恒心福祉会 あらしま苑  
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15-50 災害発生時における福祉避難所への介護用品等の確保に関する協定  
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15-51 災害時における緊急物資輸送等に関する協定  
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15-52 地域における協力に関する協定  
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15-53 太陽光発電蓄電池式 LED 灯の設置に関する協定 
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15-54 災 害 時 に お け る 地 図 製 品 等 の 供 給 等 に 関 す る 協 定
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15-55 火災時における消防用水の確保に関する協定 
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15-56 災害時における救援物資等拠点の運営に関する協定 

 

スギハラプロテック株式会社（以下「甲」という。）と鳥羽市（以下「乙」という。）は、

乙の区域内において災害対策法（昭和 36 年法律第 223 号）第２条第１号に定める災害が発

生し、又はそのおそれがある場合（以下「災害時」という。）における救援物資集積場所の

提供及び運営協力に関し、次のとおり協定を締結する。 
 

（目 的） 

第１条 この協定は、災害時において、乙が甲に対して行う救援物資集積場所の提供及び運

営協力要請に関し、その手続き等について定め、被災者に対して食料及び生活必需品等の

物資の安定供給を行うことにより、生活の安定を図ることを目的とする。 
 

（協力の内容） 

第２条 乙は甲に対し、次の各号に掲げる事項について協力を要請することができる。 

(1) 甲の所有又は管理する施設の使用 

(2) 救援物資運営に必要な資機材の提供及び協力 

(3) その他乙の要請により甲が応じられる事項 
 

（協力の要請） 

第３条 前条各号に掲げる事項（以下「協力業務」という。）の要請は、要請書（第 1号様

式）の提出をもって行うものとする。ただし、緊急を要するときは、口頭で支援協力を要

請し、後日、要請書を提出できるものとする。 
 

（協力業務の方法） 

第４条 甲は前条の規定により要請を受けたときは、乙の指示に従い、可能な範囲で協力業

務を行うよう努めるものとする。 
 

（費用の負担）  

第５条 施設及び資機材の使用料は無償とする。 
 

（施設・資機材の破損時の対応） 

第６条 使用された施設・資機材が破損した場合については、乙が復旧に係る費用を負担す

るものとする。ただし、地震等の災害により損傷した箇所についてはこの限りではない。 
 

（損害補償） 

第７条 乙は、協力業務に従事した者が、そのために死亡し、負傷し、疾病にかかり、又は

障害の状態となったときは、鳥羽市消防団員等公務災害補償条例（昭和 41 年条例第 16

号）の例により、これを補償するものとする。 
 

（連絡調整等） 

第８条 この協定の円滑な実施を図るため、甲及び乙にそれぞれ連絡責任者及び連絡先を別

途定めるとともに、平時より連絡調整を行うよう努めるものとする。 

２ 甲は、乙から要請があったときは、可能な範囲内で乙が実施する訓練に参加するものと

する。 
 

（災害時の情報提供） 

第９条 甲及び乙は、協力業務の実施にあたり、相互に災害情報の積極的な提供を行うもの

とする。 
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第１号様式（第３条関連） 

第     号   

年  月  日   

 

  

スギハラプロテック株式会社  様 

 

鳥羽市長         印 

        

 

 

要 請 書 

 

 災害時における救援物資集積場所の提供等協力業務について、次のとおり要請します。 

 

(1) 期  間     年  月  日（  ）～    年  月  日（  ） 

(2) 場  所 

 

(3) 協力業務 

の 内 容 

 

(4) そ の 他 

   必要事項 
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15-57 災害発生時における段ボール製品の調達に関する協定 
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15-58 災害時における応援業務に関する協定 
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15-59 災害時に係る情報発信等に関する協定 
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15-60 災害時における資器材のレンタルに関する協定 



261 

 



262 

 

15-61 地域ＢＷＡを利用した避難所Ｗｉ－Ｆｉに関する提供機器と回線提供 

について 



263 

 

 

 



264 

 

15-62 「鳥羽市ハザードマップ」協働発行に関する協定 



265 

 



266 
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15-63 各種災害時におけるマルチコプターを用いた情報収集および 

   情報連携に関する協定 
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269 
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15-64 特設公衆電話の設置及び利用・管理に関する協定 

 

 



271 

 

 

 



272 

 

 

 



273 

 

 



274 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２  

3 
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15-65 災害時における災害ボランティアセンター設置に関する協定 
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15-66 水道施設の災害に伴う応援協定書 

 

 
 

278-1 
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278-2 
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15-67(1) 災害等における水道施設等の緊急対応業務に関する協定書 

 

 

278-3 
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278-4 
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15-67(2) 災害等における下水道施設等の緊急対応業務に関する協定書 

 

 

278-5 
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278-6 
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278-7 
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15-68 災害時等における物資輸送及び輸送拠点の運営等に関する協定書 

 

鳥羽市（以下「甲」という。）と、佐川急便株式会社（以下「乙」という。）は、災害時等

における備蓄物資及び支援物資（以下「物資」という。）の受け入れ及び輸送、輸送拠点等の

運営等の協力に関し、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、鳥羽市において大規模な地震、風水害等の災害が発生し、又は発生す

る恐れがある場合（以下「災害時等」という。）において、甲が乙に対して物資輸送及び輸

送拠点の運営等の支援協力の要請をすることに関し、必要な事項を定めることを目的とす

る。 

 

（協力の内容） 

第２条 甲は、乙に対し、甲の市域における災害時等において必要と認めるときは、乙に対

し、次に掲げる事項について協力を要請することができる。 

（１）甲が管理する物資等の避難所等への輸送 

（２）甲の管理する輸送拠点の運営管理（物資の受入、保管、在庫管理、コールセンター等） 

（３）乙の管理する物資拠点の輸送拠点としての提供 

（４）乙の管理する輸送拠点の運営管理（物資の受入、保管、在庫管理、コールセンター等） 

（５）前各号に掲げるもののほか、必要と認める事項 

２ 乙は、甲から前項の規定により要請を受けたときは、物資輸送及び輸送拠点の運営等の

支援協力に可能な範囲内で対応するよう努めるものとする。 

 

（要請手続） 

第３条 甲が前条に掲げる支援協力を受けようとするときは、必要事項を明記して、要請書

（様式１）をもって乙に要請するものとする。ただし、緊急を要するときは、口頭で申出

を行い、事後速やかに文書を提出するものとする。 

２ 乙は、前項の要請により実施した協力内容について、実績報告書（様式２）にて甲に報

告するものとする。 

 

（費用負担） 

第４条 甲の要請により乙が協力に要した費用は、甲が負担するものとする。 

２ 前項に規定する費用は、災害発生直前における適正価格を基準とし、甲と乙が協議の上

速やかに決定する。 

（費用の支払） 

第５条 前条第１項に規定する費用は、乙の請求により甲が支払うものとする。 

２ 甲は、前項の請求があったときは、その内容を確認し、災害発生時による混乱が沈静化

した後、速やかに乙に支払うものとする。 

 

278-8 
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（連絡体制の整備） 

第６条 甲及び乙は本協定に関する連絡責任者を選定し、相互に書面により通知するものと

し、変更があった場合はその都度通知するものとする。 

２ 甲が乙以外と本協定と同様の内容の協定を締結した場合、乙は甲の要請に基づき、当該

協定締結者と可能な範囲内において随時連絡体制を整えるものとする。 

 

（情報共有及び協議） 

第７条 本協定に定める事項を円滑に推進するため、甲及び乙は平時から災害時等に関する

情報を共有するよう努め、また必要に応じ協議を行うものとする。 

 

（有効期間） 

第８条 この協定は、協定締結の日から効力を有するものとし、甲又は乙が文書をもって協

定の終了を通知しない限り、その効力を有するものとする。 

 

（協議） 

第９条 この協定に定めのない事項又は疑義を生じた事項については、その都度、甲と乙が

協議の上決定するものとする。 

 

この協定の成立を証するため、本書２通を作成し、記名押印の上各自１通を保有する。 

 

令和３年３月３０日 

甲 三重県鳥羽市鳥羽三丁目１番１号 

鳥羽市 

鳥羽市長 中村 欣一郎 

  

 

乙 愛知県小牧市三ツ渕作 1350 

佐川急便株式会社 中京支店 

                     支店長 広瀬 禎幸 

278-9 
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様式１（第３条関係） 

                            年  月  日 

 

佐川急便株式会社中京支店 

支店長        様 

                      

                          鳥羽市長                                    

 

 

 要 請 書 

 

「災害時等における物資輸送及び輸送拠点の運営等に関する協定書」 

第３条により、下記のとおり協力を要請します。 

 

記 

 

１ 支援内容 

□ 市が管理する物資等の避難所等への輸送 

□ 市の管理する輸送拠点の運営管理 

□ 佐川急便株式会社中京支店の管理する物資拠点の輸送拠点としての提供 

□ 佐川急便株式会社中京支店の管理する輸送拠点の運営管理 

□ その他 

 

２ 要請内容 

・  必要とする車両数  台、人員  人、資機材（           ） 

・ 輸送拠点 

・ 輸送品目 

品    名 数 量 品    名 数 量 

    

    

    

    

    

 

３ その他参考となる事項 

 

278-10 
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様式２（第３条関係） 

                            年  月  日 

 

 鳥羽市長 様 

                      

                  佐川急便株式会社中京支店 

 支店長        ㊞ 

 

 

 実績報告書 

 

    年  月  日付で要請のあった業務が終了しましたので、次のとおり報告

します。 

 

記 

 

１ 支援内容 

□ 市が管理する物資等の避難所等への輸送 

□ 市の管理する輸送拠点の運営管理 

□ 佐川急便株式会社中京支店の管理する物資拠点等の輸送拠点としての提供 

□ 佐川急便株式会社中京支店の管理する輸送拠点の運営管理 

□ その他 

 

２ 実施内容 

・  使用した車両数  台、人員  人、資機材（             ） 

・ 輸送拠点 

・ 輸送品目 

品    名 数 量 品    名 数 量 

    

    

    

    

    

 

３ その他参考となる事項 

278-11 
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15-69 地震等災害の応急対策活動の協力に関する協定書 

 

278-12 
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278-13 



 

 

１６ 県防災ヘリコプター離着陸場一覧表 

指定番号 名称 所在地 緯度経度 
着陸場連絡先 

電話番号 

面積 

(㎡) 

離着陸 

場規模 

避難場 

所指定 

土地 

表面 

散水の 

必要性 

211-01 鳥羽展望台 鳥羽市国崎町大岳 3-3 
N 34°25′40 

E136°54′53 

有限会社 ノア 

0599-33-6201 

38×21 

798 
Ｃ 無 舗装 無 

211-02 市民の森公園 鳥羽市大明東町 2090-224 
N 34°28′14 

E136°50′55 

鳥羽市役所建設課管理係   

0599-25-1171 

70×63 

4410 
Ｃ 無 芝生 無 

211-03 旧桃取小学校グラウンド 鳥羽市桃取町 21 
N 34°30′42 

E136°51′01 

桃取小学校 

0599-37-3009 

80×48 

3840 
Ｃ 有 赤土 有 

211-04 答志小学校グラウンド 鳥羽市答志町 941-1 
N 34°31′30 

E136°53′59 

答志小学校 

0599-37-2032 

78×46 

3588 
Ｃ 有 赤土 有 

211-05 鳥羽高等学校グラウンド 鳥羽市安楽島町 1459 
N 34°27′56 

E136°50′49 

鳥羽高等学校 

0599-25-2935 

150×120 

18000 
Ｂ 無 砂質 有 

211-06 神島中学校グラウンド 鳥羽市神島町 505-2 
N 34°32′38 

E136°58′56 

神島中学校 

0599-38-2009 

89×64 

5696 
Ｃ 無 赤土 有 

211-08 旧坂手小学校グラウンド 鳥羽市坂手町 938 
N 34°29′08 

E136°51′40 

鳥羽市教育委員会 総務課 庶務係 

0599-25-1262 

51×36 

1836 
Ｃ 有 赤土 有 

211-09 
旧鳥羽小学校グラウンド 鳥羽市鳥羽三丁目 1-16 

N 34°28′49 

E136°50′39 

鳥羽市教育委員会 総務課 庶務係 

0599-25-1262 

33×33 

1089 
Ｃ 有 砂質 有 

211-10 旧鏡浦小学校グラウンド 鳥羽市浦村町 1751-4 
N 34°26′51 

E136°54′01 

鳥羽市教育委員会 総務課 庶務係 

0599-25-1262 

109×50 

5450 
Ｃ 有 砂質 有 

211-11 弘道小学校グラウンド 鳥羽市相差町 1014 
N 34°23′20 

E136°54′07 

弘道小学校 

0599-33-6016 

56×53 

2968 
Ｃ 有 砂質 有 

211-12 鳥羽中央公園野球場 鳥羽市大明東町 3-2 
N 34°28′06 

E136°50′59 

三幸株式会社 

0599-25-6215 

70×70 

4900 
Ｃ 無 

芝生 

赤土 
無 

211-13 菅島小学校グラウンド 鳥羽市菅島町 1-2 
N 34°29′54 

E136°53′57 

菅島小学校 

0599-34-2011 

69×29 

2001 
Ｃ 有 

砂質 

赤土 
有 

211-14 鳥羽中央公園多目的グラウンド 鳥羽市大明東町 4-8 
N 34°28′07 

E136°51′12 

三幸株式会社 

0599-25-6215 

90×57 

5130 
Ｃ 無 

芝生 

赤土 
無 

211-15 神島漁港（漁具干場） 鳥羽市神島町地先 
N 34°33′16 

E136°57′52 

鳥羽市神島連絡所 

0599-38-2004 

80×50 

4000 
Ｃ 無 舗装 無 

211-16 池上公園 鳥羽市池上町 14-9 
N 34°28′54 

E136°49′40 

鳥羽市役所建設課管理係   

0599-25-1171 

45×50 

2250 
Ｃ 有 芝生 無 

211-17 株式会社 ホーペック 鳥羽市松尾町 1002-1 
N 34°25′26 

E136°50′58 

株式会社 ホーペック 

0596-37-7101 

70×80 

5,600 
Ｃ 無 

草地

土質 
有 

211-18 鳥羽市消防庁舎ヘリポート 鳥羽市船津町 1393-1 
N 34°27′54 

E136°50′47 

鳥羽市消防本部 通信指令室 

0599-25-2821 

24×24 

576 
Ｃ 無 舗装 無 

A：200×100m(20000 ㎡)以上…中型機 5 機(大型機 2 機) B：150× 70m(10500 ㎡)以上…中型機 3 機(大型機 1 機) 

C：B 未満…中型機 2 機以下の対応

2
7

9
 



 

 

 

指定番号 名称 所在地 緯度経度 
着陸場連絡先 

電話番号 

面積 

(㎡) 

離着陸 

場規模 

避難場 

所指定 

土地 

表面 

散水の 

必要性 

211-19 菅崎園地ヘリポート 鳥羽市相差町 37-157 
N 34°22′46 

E136°54′27 

相差町内会 

0599-21-6660 

50×40 

2080 
Ｃ 無 

草地

土 
有 

 

 

2
7

9
-1
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１７ 災害通信一覧表 

１  移動系デジタル防災行政無線（移動系無線）   

局名称 局番号 設置場所 局名称 局番号 設置場所 

鳥羽市役所０１ 300 総務課 鳥羽市役所１７ 316 弘道小学校 

鳥羽市役所０２ 301 税務課 鳥羽市役所１８ 317 鏡浦小学校 

鳥羽市役所０３ 302 健康福祉課 鳥羽市役所１９ 318 菅島小学校 

鳥羽市役所０４ 303 定期船課 鳥羽市役所２０ 319 志摩医師会（中村クリニック）  

鳥羽市役所０５ 304 建設課 鳥羽市役所２１ 320 答志保育所 

鳥羽市役所０６ 305 建設課 鳥羽市役所２２ 321 鳥羽商船 

鳥羽市役所０７ 306 水道課 鳥羽市役所２３ 322 神島連絡所 

鳥羽市役所０８ 307 水道課 行政鳥羽市役所 100 総務課 

鳥羽市役所０９ 308 教育委員会 とば 400（半固定） 400 加茂連絡所 

鳥羽市役所１０ 309 消防本部 とば 401（半固定） 401 鏡浦連絡所 

鳥羽市役所１１ 310 旧小浜小学校 とば 402（半固定） 402 長岡連絡所 

鳥羽市役所１２ 311 あおぞら保育所 とば 403（半固定） 403 坂手連絡所 

鳥羽市役所１３ 312 安楽島小学校 とば 404（半固定） 404 答志連絡所 

鳥羽市役所１４ 313 鳥羽東中学校 とば 405（半固定） 405 桃取連絡所 

鳥羽市役所１５ 314 鳥羽高校 とば 40７（半固定） 40７ 神島連絡所 

鳥羽市役所１６ 315 加茂中学校    

２ 消防無線 

（1） 消防デジタル無線 

無線局種別 局名称 設置場所 備  考 

基地局 とばしょうぼう 市消防本部  

とばしょうぼうはこたやま    〃  

陸上移動局 とば １    〃 水槽付ポンプ車備付 

とば ２    〃 ポンプ車備付 

きゅうきゅうとば １    〃 救急車備付 

きゅうきゅうとば ２    〃    〃 

きゅうきゅうとば ３    〃    〃 

とば  ３１    〃 はしご車備付 

とば  ５１    〃 査察指導車備付 

とば  ５２ 〃 人員搬送車備付 

とば  ５３ 〃 資機材搬送車備付 

とば  ５４ 〃 指揮車備付 

とば  ７１ 市消防本部 化学車備付  

とば １０１ 〃 携帯型  

とば １０２ 〃   〃 

とば １０３ 〃   〃 

とば １０４ 〃   〃 

とば １０５ 〃   〃 
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無線局種別 局名称 設置場所 備  考 

陸上移動局 とば １０６ 〃   〃 

とば １０７ 〃   〃 

とば １０８ 〃   〃 

とば １０９ 〃   〃 

とば １１０ 〃   〃 

とば ２０１ 鳥羽市 坂手連絡所 可搬型 

とば ２０２ 鳥羽市 菅島連絡所   〃 

とば ２０３ 鳥羽市 答志連絡所   〃 

とば ２０４ 鳥羽市 桃取連絡所   〃 

とば ２０５ 鳥羽市 神島連絡所   〃 

とば ３０１ 消防団 鳥羽分団 携帯型  

とば ３０２ 〃   加茂分団   〃 

とば ３０３ 〃   長岡分団   〃 

とば ３０４ 〃   鏡浦分団   〃 

とば ３０５ 〃   答志分団   〃 

とば ３０６ 〃   桃取分団   〃 

とば ３０７ 〃   菅島分団   〃 

とば ３０８ 〃   神島分団   〃 

とば ３０９ 〃   坂手分団   〃 

とば ３１０ 〃   団本部 〃 

とば ３１１   〃 加茂分団 第１部 〃 

とば ３１２ 〃    〃   第２部 〃 

とば ３１３   〃    〃   第３部 〃 

とば ３１４ 〃    〃    第４部 〃 

とば ３１５ 〃    〃    第５部 〃 

とば ３１６ 〃    〃    第６部 〃 

とば ３１７ 〃  長岡分団 第１部 〃 

とば ３１８ 〃     〃    第２部 〃 

とば ３１９ 消防団長岡分団 第３部 携帯型  

とば ３２０ 〃    〃    第４部 〃 

とば ３２１ 〃     〃   第５部 〃 

とば ３２２ 〃 鏡浦分団  第１部 〃 

とば ３２３ 〃   〃    第２部 〃 

とば ３２４ 〃   〃    第３部 〃 

とば ３２５ 〃 答志分団 第４部 〃 
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（2） 防災波無線 

無線局種別 局名称 設置場所 備  考 

陸上移動局 ぼうさいとば １０１ 鳥羽市消防本部 携帯型 （防災相互通信用） 

ぼうさいとば １０２    〃    〃 

ぼうさいとば １０３    〃    〃 

ぼうさいとば １０４    〃    〃 

ぼうさいとば １０５ 消防団 答志分団    〃 

ぼうさいとば １０６ 〃   桃取分団    〃 

ぼうさいとば １０７ 〃   菅島分団    〃 

ぼうさいとば １０８ 〃   神島分団    〃 

ぼうさいとば １０９ 〃   坂手分団    〃 

ぼうさいとば １１０ 〃 答志分団 第４部    〃 
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３ 衛星携帯電話 

  設 置 場 所 台数 電話番号 

1  総務課 1 ０８０－２６０１－７８５６ 

2  答志中学校 1 ０８０－２６０１－７８６２ 

3  桃取保育所 1 ０８０－２６０１－７８６３ 

4  菅島小学校（校長室） 1 ０８０－２６０１－７８６４ 

5  坂手診療所 1 ０８０－２６０１－７８６５ 

6  神島保育所 1 ０８０－２６０１－７８６６ 

7  消防本部 1 ８８１６－２２４－９５１６９ 

8  消防本部（現地指揮所） 1 ８８１６－２２４－９５１７０ 

合 計 8   
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１８ 防災関係機関電話番号一覧表 

名 称 電 話 ＦＡＸ 
衛星携帯電話 
（衛星系無線） 

イ ［市    関    係］ 

鳥羽市災害対策本部（総務課） 25-1111 25-1138 080-2601-7856 

〃      （建設課） 25-1171 25-5241  

〃    （健康福祉課） 25-1115 25-1154  

鳥羽市消防本部 25-2821 26-5024 
8816-224-95169 

8816-224-95170 

〃   南鳥羽出張所 33-0019   

鳥羽市役所 加茂連絡所 25-2901 26-3356  

〃   鏡浦連絡所 32-5001 32-5753  

〃   長岡連絡所 33-6001 33-7364  

〃    坂手連絡所 25-3301 26-2493  

〃   神島連絡所 38-2004 38-2354  

〃   菅島連絡所 34-2004 34-2056  

〃    答志連絡所 37-2004 37-2879  

〃     桃取連絡所 37-3004 37-2878  

ロ ［県    関    係］ 

防災対策部 災害対策課 災害対策班 059-224-2189 059-224-2199 (101-8-2189) 

南勢志摩地域活性化局 地域・防災課 0596-27-5115 0596-27-5251 (126-8-5115) 

志摩建設事務所（総務課） 0599-43-5125 0599-43-1353  

県 立 志 摩 病 院 0599-43-0501 0599-43-2507  

県 立 鳥 羽 高 等 学 校 0599-25-2935 0599-25-2068  

ハ ［警 察   自 衛 隊］ 

鳥 羽 警 察 署 （ 警 備 課 ） 25-0110 25-0110 (切替)  

陸上自衛隊第３３普通科連隊第 3 科 059-255-3133 059-255-3133 (切替)  

陸上自衛隊航空学校企画室 0596-37-0111 0596-37-0111 (切替)  

ニ ［指 定 地 方 行 政 機 関］ 

鳥羽海上保安部（警備救難課） 25-0118 26-4998  

東 海 農 政 局 052-223-4609 052-223-4628  

中部地方整備局三重河川国道事務所 059-229-2223 059-229-2263  

津 地 方 気 象 台 059-228-2022 059-246-8484  
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名 称 電 話 ＦＡＸ 衛星携帯電話 

ホ ［指 定 公 共 機 関］ 

西日本電信電話株式会社三重支店 059-223-9330 059-227-6140  

(株 )ドコモＣＳ東海三重支店 059-229-2851 059-229-1013 090-3158-6542 

ＫＤＤＩ(株) 中部総支社 052-747-8071 052-747-8075  

ソ フ ト バ ン ク  (株 )  052-388-2420 052-388-2412  

日本赤十字社三重県支部 059-227-4145 059-227-6245  

日 本 放 送 協 会 津 放 送 局 059-229-3000 059-229-3029  

東海旅客鉄道（株）伊勢市駅 0596-28-3670 0596-25-9174  

中 部 電 力 パ ワ ー グ リ ッ ド (株 )伊 勢 営 業 所 0596-23-8580 0596-24-1479  

( 株 ) 鳥 羽 郵 便 局 25-4940 26-3925  

へ [指 定 地 方 公 共 機 関 ] 

三重県医師会 志摩医師会 0599-44-0176 0599-44-0178  

近畿日本鉄道株式会社鳥羽駅 25-2126 25-2127  

三重交通(株)伊勢営業所 0596-25-7131 0596-28-8772  

三 重 県 ト ラ ッ ク 協 会 059-227-6767 059-225-2095 870-772581054 

三重県ＬＰガス協会鳥羽協議会

（有限会社中村松兵衛商店） 

25-2405 25-4656  

（令和３年度末、任期終了のため確認が必要） 

ト ［そ の 他］ 

鳥 羽 商 工 会 議 所 25-2751 26-4988  

伊 勢 農 業 協 同 組 合  鳥 羽 支 店 25-2902 26-2811  

鳥羽磯部漁業協同組合  総務指導課 25-2328 25-9080  

鳥 羽 市 水 道 組 合 

（有限会社 大進ハウジング） 

26-3258 25-3503  

（令和３年度末、任期終了のため確認が必要） 

鳥 羽 市 観 光 協 会 25-3019 25-6358  

鳥 羽 市 社 会 福 祉 協 議 会 25-1188 25-1117  
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１９ 指定避難所等一覧表 

津波避難場所及び風水害等避難所との関係 津波避難場所 風水害等避難所 

番

号 
地区 場  所 

指定緊急避難場所 指 定 
避難所 津波(海抜 m) 洪水／高潮 土砂 

1 

小浜町 

鳥羽グランドホテル(駐車場) ○(20) ― ― ― 

2 湯快リゾート鳥羽彩朝楽 ○駐車場(23) 〇 〇 〇 

3 ガーデンヒルズ利平治(駐車場) ○(19) ― ― ― 

4 旧小浜小学校 ※３階(16) ○ ○２階以上 ○ 

5 

堅神地区 

池上地区 

屋内地区 

鳥羽小学校 ○グラウンド(9) ○ ○ ○ 

6 堅神公民館 ― ― ― ○ 

7 鳥羽商船高専 第 2体育館 ○横広場(16) ○ ○ ○ 

8 あおぞら保育所 ○グラウンド(20) ○ ○ ○ 

9 裏萩山公園 ○(40) ― ― ― 

10  

 

 

 

鳥羽地区 

 

鳥羽一丁目 

鳥羽二丁目 

鳥羽三丁目 

鳥羽四丁目 

鳥羽五丁目 

美台集会所 ○第二公園(24) ○ ― ○ 

11 城山公園 ○(23) ― ― ― 

12 日和山公園 ○(42) ― ― ― 

13 旧鳥羽小学校 ○グラウンド(３９) ― ― ― 

14 ミキモト鳥羽工場敷地 ○(30) ― ― ― 

15 奥谷公園 ○(15) ― ― ― 

16 あしたば作業所 ○駐車場(２７) ○ ― ○ 

17 鳥羽国際ホテル(駐車場) ○(30) ― ― ― 

18 扇芳閣(駐車場) ○(36) ― ― ― 

19 鳥羽市役所西庁舎 ― ○ ○ ○ 

20 戸田家 ― ○ ○ ○ 

21 ＮＴＴ西日本鳥羽ビル ― ― ○ ○ 

22 JR 東海鳥羽駅 ― ○ ― ― 

23 近畿日本鉄道 鳥羽駅 ― ○ ― ― 

24 若竹集会所 ― ○ ― ○ 

25  

 

安楽島地区 

 

安楽島町 

高丘町 

大明東町 

大明西町 

鳥羽高校 ○校庭(11) ○体育館 ○体育館 ○ 

26 鳥羽東中学校 ○グラウンド(36) ○ ○ ○ 

27 桜ヶ丘緑地 ○(27) ― ― ― 

28 第１安楽島苑公園 ○(46) ― ― ― 

29 安楽島小学校  ※３階(22) ○ ○ ○ 

30 かんぽの宿鳥羽 ○駐車場(44) ○ ○ ○ 

31 てんぐ山 ○(20) ― ― ― 

32 鳥羽市武道館 ― ― ○ ○ 

33 鳥羽市民体育館２階 ― ○ ○ ○ 

34 鳥羽シーサイドホテル ― ○ ○ ○ 

35 安楽島公民館（２階） ― ○ ○ ○ 

36 安楽島保育所 ― ○ ○ ○ 

▲ 緊急的に避難するのは適していません。状況により、生活を送るための避難所として運用します。� 
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津波避難場所及び風水害等避難所との関係 津波避難場所 風水害等避難所 

番

号 
地区 場  所 

指定緊急避難場所 指 定 
避難所 津波(海抜 m) 洪水／高潮 土砂 

37  

 

 

加茂地区 

 

幸丘 

船津町 

若杉町 

岩倉町 

河内町 

松尾町 

白木町 

加茂小学校 ※３階(14) ― ○ ○ 

38 加茂中学校 ※３階(22) ○ ○ ○ 

39 鳥羽陽光苑敷地 ○(27) ― ― ― 

40 船津保育所グラウンド ○(21) ― ― ― 

41 鳥羽市園芸センター敷地 ○(38) ― ― ― 

42 幸丘公園 ○(15) ― ― ― 

43 若杉町多目的広場 ○(16) ― ― ― 

44 隠殿岡第一公園 ○(33) ― ― ― 

45 船津コミュニティセンター ― ○ ○ ○ 

46 若杉公民館 ― ○ ○ ○ 

47 みどりが丘集会所 ― ○ ○ ○ 

48 河内公民館 ― ― ○ ○ 

49 松尾公民館 ― ○ ― ○ 

50 なごみ ― ― ○ ○ 

51 白木公民館 ― ○ ― ○ 

52  

 

 

 

長岡地区 
 

相差町 

国崎町 

畔蛸町 

千賀町 

堅子町 

長岡中学校 ※屋上(19) ○ ○ ○ 

53 神明神社境内 ○(18) ― ― ― 

54 リゾートヒルズ豊浜(駐車場) ○(16) ― ― ― 

55 ホテルクローバー風薫(駐車場) ○(28) ― ― ― 

56 別館 すずき(駐車場) ○(32) ― ― ― 

57 民宿旅館 山川(駐車場) ○(26) ― ― ― 

58 相差保育所 ○グラウンド(33) ○ ○ ○ 

59 五感の宿 慶泉(駐車場) ○(40) ― ― ― 

60 国崎保育所跡地 ○(26) ― ― ― 

61 御宿 瀬乃崎(駐車場) ○(26) ― ― ― 

62 旭分校跡地 ○(28) ― ― ― 

63 弘道小学校 ― ○ ○ ○ 

64 千賀公民館２階 ― ○ ○ ○ 

65 旧堅子公民館２階 ― ○ ○ ○ 

66 
鳥羽磯部漁協相差支所 

女性等活動拠点施設 
― ○ ○ ○ 

67  

鏡浦地区 

 
石鏡町 
今浦 
本浦 

旧鏡浦小学校 ○グラウンド(12) ○ ○ ○ 

68 本浦老人憩の家前広場 ○(12) ― ― ― 

69 サン浦島 悠季の里(駐車場) ○(20) ― ― ― 

70 与吉屋(駐車場) ○(44) ― ― ― 

71 中山かき直売所(駐車場) ○(20) ― ― ― 

※は建物の最上階や屋上などで、逃げ遅れた場合や避難するのに時間がかかる避難行動要支援者などのため 

 の場所ですので、できる限りそれ以外の津波避難場所などの高台への避難をお勧めします。
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津波避難場所及び風水害等避難所との関係 津波避難場所 風水害等避難所 

番号 地区 場  所 
指定緊急避難場所 指 定 

避難所 波津(海抜 m) 洪水／高潮 土砂 

72  

 

鏡浦地区 

 

石鏡町 

今浦 

本浦 

今浦観音堂前広場 ○(11) ― ― ― 

73 石鏡公民館 ○(22) ○ 〇 ○ 

74 旧石鏡保育所グラウンド ○(25) ― ― ― 

75 ホテル芭新萃(駐車場) ○(43) ― ― ― 

76 和風旅館 新八屋(駐車場) ○(60) ― ― ― 

77 本浦公民館 ― ○ ○ ○ 

78 今浦老人憩の家 ― ○ ○ ○ 

79 

菅島町 

菅島小学校 ※屋上(20) ○ ○ ○ 

80 宮山 ○（30） ― ― ― 

81 菅島コミュニティアリーナ ― ○ ○ ○ 

82 

桃取町 

天神山ゲートボール場 ○(22) ― ― ― 

83 八幡神社境内 ○(12) ― ― ― 

84 旧桃取小学校 ― ○ 
○２階 
（保育所側） ○ 

85 桃取コミュニティセンター ― ○ ― ○ 

86 桃取健康管理センター ― ― ○ ○ 

87  

 

答志地区 

 

答志 

和具 

 

答志保育所 ○グラウンド(21) ○ ― ○ 

88 つばき公園 ○(18) ― ― ― 

89 答志中学校 ○校庭(15) ○ 
○２階 

（体育館側） 
○ 

90 首塚 ○(50) ― ― ― 

91 答志コミュニティセンター ― ○ ― ○ 

92 答志コミュニティアリーナ ― ○２階 ○２階 ○２階 

93 答志小学校 ― ○ ○ ○ 

94 答志和具コミュニティセンター ― ○ ―  ○ 

95 

神島町 

神島保育所グラウンド ○(36) ― ― ― 

96 八代神社境内 ○(67) ― ― ― 

97 神島開発総合センター ― ○２階以上 ○２階以上 ○２階以上 

98 

坂手町 

旧坂手小学校 ○グラウンド(26) ― ― ― 

99 林昌寺境内 ○(10) ― ― ― 

100 坂手公民館 ― ○ －  ○ 

101 坂手コミュニティアリーナ ― ○ ○ ○ 

102 坂手診療所（１階待合室） ― ○ ○ ― 

103 坂手連絡所 ― －  ○２階 ― 

合 計 65 51 45 54 

１ ※は建物の最上階や屋上などで、逃げ遅れた場合や避難するのに時間がかかる避難行動要支援者などの 

 ための場所ですので、できる限りそれ以外の津波避難場所などの高台への避難をお勧めします。 

２ 避難所生活が困難な方には、避難所内に「福祉スペース」等を設置して対応していただきます。ただ 

 し、やむを得ない事情等により、各避難所から要請がある場合、協定先施設が受入可能となり次第、 

 福祉避難所を開設します。 
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【参考資料：指定緊急避難場所の指定状況】 

番

号 
施設・場所名 

対象とする異常な現象の種類 

洪水 
土砂 

災害 
高潮 地震 津波 

大規模 

火事 

内水 

氾濫 

火山 

現象 

1 鳥羽グランドホテル(駐車場)         〇      

2 湯快リゾート 鳥羽彩朝楽(駐車場)         〇      

3 ガーデンヒルズ利平治(駐車場)         〇      

4 旧小浜小学校３階         〇      

5 鳥羽小学校グラウンド         〇      

6 鳥羽商船高専第 2 体育館横広場        〇      

7 あおぞら保育所グラウンド       〇 〇      

8 裏萩山公園         〇      

9 美台第二公園         〇      

10 城山公園       〇 〇      

11 日和山公園         〇      

12 旧鳥羽小学校グラウンド         〇      

13 ミキモト鳥羽工場敷地         〇      

14 奥谷公園         〇      

15 あしたば作業所（駐車場）         〇      

16 鳥羽国際ホテル(駐車場)         〇      

17 扇芳閣(駐車場)         〇      

18 鳥羽高校校庭       〇 〇      

19 鳥羽東中学校グラウンド       〇 〇      

20 桜ヶ丘緑地         〇      

21 第 1 安楽島苑公園         〇      

22 安楽島小学校３階        〇      

23 かんぽの宿 鳥羽(駐車場)         〇      

24 てんぐ山         〇      

25 加茂小学校３階         〇      

26 加茂中学校３階         〇      

27 鳥羽陽光苑敷地         〇      

28 船津保育所グラウンド         〇      

29 鳥羽市園芸センター敷地         〇      

30 幸丘公園        〇      

31 若杉町多目的広場        〇      

32 隠殿岡第一公園         〇      

33 長岡中学校屋上         〇      

34 神明神社境内       〇 〇      

35 リゾートヒルズ 豊浜(駐車場)         〇      

36 HOTEL CLOVER 風薫(駐車場)         〇      

※〇：指定 
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番

号 
施設・場所名 

対象とする異常な現象の種類 

洪水 
土砂 

災害 
高潮 地震 津波 

大規模 

火事 

内水 

氾濫 

火山 

現象 

37 別館 すずき(駐車場)     〇    

38 民宿旅館 山川(駐車場)     〇    

39 相差保育所グラウンド    〇 〇    

40 五感の宿 慶泉(駐車場)     〇    

41 国崎保育所跡地     〇    

42 御宿 瀬乃崎(駐車場)     〇    

43 旭分校跡地     〇    

44 鏡浦小学校グラウンド    〇 〇    

45 本浦老人憩の家前広場     〇    

46 サン浦島 悠季の里(駐車場)     〇    

47 与吉屋(駐車場)     〇    

48 中山かき直売所(駐車場)     〇    

49 今浦観音堂前広場     〇    

50 石鏡公民館前広場     〇    

51 旧石鏡保育所グラウンド     〇    

52 ホテル芭新萃(駐車場)     〇    

53 和風旅館 新八屋(駐車場)     〇    

54 菅島小学校屋上     〇    

55 宮山    〇 〇    

56 天神山ゲートボール場    〇 〇    

57 八幡神社境内     〇    

58 答志保育所グラウンド     〇    

59 つばき公園    〇 〇    

60 答志中学校校庭     〇    

61 首塚     〇    

62 神島保育所グラウンド    〇 〇    

63 八代神社境内     〇    

64 旧坂手小学校グラウンド    〇 〇    

65 林昌寺境内     〇    

66 旧小浜小学校２階以上 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

67 湯快リゾート 鳥羽彩朝楽 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

68 堅神公民館 〇  〇   〇 〇 〇 

69 鳥羽商船高専第 2 体育館 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

70 鳥羽小学校 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

71 あおぞら保育所 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

72 美台集会所 〇  〇   〇 〇 〇 

73 鳥羽市役所西庁舎 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

74 戸田家 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

※〇：指定 
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番

号 
施設・場所名 

対象とする異常な現象の種類 

洪水 
土砂 

災害 
高潮 地震 津波 

大規模 

火事 

内水 

氾濫 

火山 

現象 

75 ＮＴＴ西日本鳥羽ビル  〇    〇  〇 

76 JR 東海鳥羽駅 〇  〇   〇 〇 〇 

77 近畿日本鉄道鳥羽駅 〇  〇   〇 〇 〇 

78 若竹集会所 〇  〇   〇 〇 〇 

79 あしたば作業所 〇  〇   〇 〇 〇 

80 鳥羽市武道館    〇 〇   〇 〇 〇 

81 鳥羽市民体育館 2 階 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

82 かんぽの宿鳥羽 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

83 鳥羽シーサイドホテル 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

84 安楽島小学校 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

85 安楽島公民館２階 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

86 鳥羽高校体育館 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

87 安楽島保育所 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

88 鳥羽東中学校 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

89 船津コミュニティセンター 〇 ○ 〇   〇 〇 〇 

90 若杉公民館 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

91 みどりが丘集会所 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

92 河内公民館     〇 〇   〇 〇 〇 

93 松尾公民館 〇  〇   〇 〇 〇 

94 なごみ  〇    〇  〇 

95 白木公民館 〇  〇   〇 〇 〇 

96 加茂小学校     〇 〇   〇 〇 〇 

97 加茂中学校 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

98 弘道小学校 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

99 千賀公民館２階 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

100 旧堅子公民館２階 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

101 長岡中学校 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

102 鳥羽磯部漁協相差支所女性等活動拠点施設 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

103 相差保育所 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

104 旧鏡浦小学校 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

105 本浦公民館 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

106 石鏡公民館 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

107 今浦老人憩の家 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

108 菅島コミュニティアリーナ 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

109 菅島小学校 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

110 旧桃取小学校校舎２階（保育所側） 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

111 桃取コミュニティセンター 〇  〇   〇 〇 〇 

112 桃取健康管理センター  〇    〇  〇 

113 答志コミュニティセンター 〇  〇   〇 〇 〇 

※〇：指定 
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番

号 
施設・場所名 

対象とする異常な現象の種類 

洪水 
土砂 

災害 
高潮 地震 津波 

大規模 

火事 

内水 

氾濫 

火山 

現象 

114 答志コミュニティアリーナ２階 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

115 答志保育所 〇  〇   〇 〇 〇 

116 答志小学校 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

117 答志中学校校舎２階（体育館側） 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

118 答志和具コミュニティセンター 〇  〇   〇 〇 〇 

119 神島開発総合センター２階以上 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

120 坂手公民館 〇  〇   〇 〇 〇 

121 坂手コミュニティアリーナ 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

122 坂手診療所１階待合室 〇 〇 〇   〇 〇 〇 

123 坂手連絡所２階  〇    〇  〇 

124 旧小浜小学校グラウンド    〇     

125 安楽島小学校グラウンド    〇     

126 加茂中学校グラウンド    〇     

※〇：指定 
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292-1 
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２０ 要配慮者施設等一覧表 

・記載基準 

 津波ハザードマップの津波浸水域に所在する施設 

 洪水ハザードマップの洪水浸水域に所在する施設 

 土砂災害ハザードマップの警戒区域・特別警戒区域に所在する施設 

  （敷地の一部のみの場合は対象外） 

 施設内に入所施設、又は通所施設及びその両方を有するもの 

 ※ただし、以下の条件に該当する施設は、除外する。 

 ・入院病床を有しない、病院・医療所等 

  ・現在、業務・事業を終了・停止又は継続が確認できない施設 

(1) 幼稚園・児童福祉施設・小学校・中学校・高校・高専 

※ 施設名（網掛け） ：洪水浸水域内、土砂災害警戒区域等内にある施設は、避難計画を作成しなければなりません。 

施設名 住所 電話番号 
津 波 

浸水域 

洪 水 

浸水域 

土砂災害 
警戒区域等 備考 

かもめ幼稚園 
517-0023 

大明西町 4-12 
0599-25-2924 ● ● ― 

 

エンゼル・クラブ 
517-0014 

堅神町 805-6 
0599-25-1661 ― ― ●  

安楽島保育所 

517-0021 

安楽島町 1459-

１ 

0599-25-4013 ― ― ●  

鳥羽放課後児童クラブ 

（たんぽぽ） 

517-0021 

安楽島町 377 
0599-25-3075 ― ― ●  

船津保育所 
517-0045 

船津町 707-7 
0599-25-6998 ― ― ●  

桃取保育所 
517-0003 

桃取町 21-2 
0599-37-3055 ● ― ●  

答志保育所 
517-0002 

答志町 494 
0599-37-2142 ― ― ●  

菅島保育所 
517-0004 

菅島町 3-1 
0599-34-2037 ● ― ●  

あおぞら保育所 
517-0012 

池上町 9-24 
0599-25-6213 ― ― ●  

相差保育所 
517-0031 

国崎町 140 
0599-33-6117 ― ― ●  

神島保育所 
517-0001 

神島町 272-1 
0599-38-2284 ― ― ●  

鳥羽小学校 
517-0014 

堅神町 805-2 
0599-25-2120 ― ― ●  

答志小学校 
517-0002 

答志町 941-1 
0599-37-2032 ● ― ―  

神島小学校 
517-0001 

神島町 358-3 
0599-38-2013 ● ― ―  

加茂小学校 
517-0041 

岩倉町 27-1 
0599-25-2919 ― ● ―  

弘道小学校 
517-0032 

相差町 1014 
0599- 33-6016 ● ― ―  

答志中学校 
517-0002 

答志町 2220-5 
0599-37-2033 ● ― ●  

神島中学校 
517-0001 

神島町 358-3 
0599-38-2013 ● ― ―  

鳥羽高校 
517-0021 

安楽島町 1459 
0599-25-2935 ― ― ●  

鳥羽商船高専 
517-8501 

池上町１－１ 
0599-25-8000 ● ― ●  

該当：● 非該当：― 
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(2) 障がい者福祉施設 

※ 施設名（網掛け） ：洪水浸水域内、土砂災害警戒区域等内にある施設は、避難計画を作成しなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設名 住所 電話番号 
津 波 

浸水域 

洪 水 

浸水域 

土砂災害 
警戒区域等 備考 

共同生活援助事業所 

あしたば 

517-0011 

鳥羽五丁目 5-1 
0599-25-7670 ● ● ―  

安久志ホーム 
517-0021 

安楽島町 1256-9 
0599-37-7200 ― ― ●  

すろうらいふ海の子 
517-0023 

大明西町 18-19 
0599-26-3785 ● ● ―  

グループホーム有明の里 
517-0032 

相差町 1267-3 
0599-37-7222 ● ― ―  

鳥羽市社会福祉協議会 

生活介護事業所 

ゆめぱーる 

517-0045 

船津町 1393-15 
0599-21-1655 ― ― ● 日中のみ 

コラボ 
517-0011 

鳥羽五丁目 10-1 
0599-37-7175 ● ● ● 日中のみ 

IPPO WORK PLACE 

ANTENNA SHOP & cafe 

517-0042 

松尾町 196 
0599-20-0253 ― ● ― 日中のみ 

鳥羽たいむ作業所 
517-0042 

松尾町 660-6 
0599-25-7678 ― ― ● 日中のみ 

有明の里 

おおさか作業所 

517-0032 

相差町 2120-67 
080-2626-8986 ― ― ● 日中のみ 

あしたば作業所 
517-0011 

鳥羽五丁目 8-62 
0599-25-2152 ― ― ● 日中のみ 

海の子作業所 
517-0023 

大明西町 18-4 
0599-37-7800 ● ● ― 日中のみ 

発達支援室クオール（QOL） 
517-0023 

大明西町 17-15 
0599-25-1515 ● ● ― 日中のみ 
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(3) 老人福祉施設・病院・診療所・助産所 

※ 施設名（網掛け） ：洪水浸水域内、土砂災害警戒区域等内にある施設は、避難計画を作成しなければなりません。 

施設名 住所 電話番号 
津 波 

浸水域 

洪 水 

浸水域 

土砂災害 
警戒区域等 備考 

特別養護老人ホーム 

鳥羽陽光苑 

517-0041 

岩倉町 609 
0599-25-7640 ― ― ● 

 

短期入所生活介護施設 

鳥羽陽光苑 
 

鳥羽陽光苑 

通所介護事業所 
 

介護付有料老人ホーム 

虹の夢とば 517-0011 

鳥羽一丁目 20-1 
0599-25-2424 ● ― ― 

 

短期入所生活介護 

虹の夢とば 
 

介護付有料老人ホーム さ

わやかシーサイド鳥羽 
517-0015 

小浜町字浜辺

300-73 

0599-25-0770 ● ― ● 

 

さわやかシーサイド鳥羽 

短期入所生活介護 
 

合同会社ｆｅｌｉｃｅ 

（ラ・ケアとば） 

517-0011 

鳥羽一丁目 2070 
0599-25-0277 ● ― ● 日中のみ 

合同会社ｆｅｌｉｃｅ 

（ラ・ケアくざき） 

517-0031 

国崎町 140 
0599-33-1177 ― ― ●  

デイサービスセンター 

答志島 

517-0002 

答志町 895 
0599-21-5700 ● ― ― 日中のみ 

はごろもデイサービス 

センター 

517-0011 

鳥 羽 一 丁 目

186-1 

0599-21-2940 ― ― ● 日中のみ 

デイサービスはつしま 
517-0032 

相差町 1924 
0599-33-6972 ● ― ― 日中のみ 

デイサービスひまわり 

517-0011 

鳥羽三丁目

15-12 

0599-26-3374 ● ― ●  

民家型デイサービス 

ほほえみ鳥羽 

517-0045 

船津町 1142-1 
0599-37-7881 ● ● ― 日中のみ 

鳥羽市介護予防施設 

しおさい 

517-0001 

神島町 113-2 
0599-38-2722 ● ― ● 日中のみ 

該当：● 非該当：― 



 

 

２１ 備蓄品一覧表                              

             令和 3年 11 月 10 日現在 

 
施  設  名 

非常食 仮設トイレ 

※１ 

携帯ﾄｲﾚ 
 

※２ 
毛布 哺乳瓶 

生理 
用品 

乳児用紙おむつ 

（大人用） 
発電機 

ﾊﾟｰﾃ

ｰｼｮﾝ 

ｽﾎﾟｯﾄ

ｸｰﾗｰ α米 おかゆ 
アレルギー
対応おかゆ ビスケット 

ビスケット 
アレルギー対応 水 粉ミルク 

アレルギー対応 
粉ミルク  

1 旧小浜小学校 600 150 50 400 48 120 20 6 3 1,800 296 10 280 （90） 2 6  

2 鳥羽小学校 500 200 150 520 48 709 40 6 2 2,100 100 30 280 
168 

（86） 
6 28 2 

3 あおぞら保育所 700 200 150 400 96 960 30 6 2 2,100 300 20  
168 

（86） 
3 15  

4 鳥羽市役所 3,000 399 300 720 1056 120 20 6 1 3,475 220 60  (64) 10 17 3 

5 マリンターミナル 300 100 100 480 48 240      1,200 10 10 1,372 
1,440 

(1,314） 
2   

6 安楽島小学校 1,500 200 150 1,000 144 120 40 6 3 3,500 200 60 560 
168 

(140) 
3 31 2 

7 鳥羽高校 1,000 100 50 360 48 720   3 1,500 200 30 280 
168 

(156) 
2 54 2 

8 鳥羽東中学校 1,500 200 150 1,000 144 120 50 12 3 5,000 200 60 560 
168 

(144) 
5 58 2 

9 加茂中学校 1,700 400 300 1,600 96 1,440 40 6 5 7,000 600 90 840 
168 

(186) 
3 26 2 

10 加茂小学校      120     250    2 20 2 

11 旧鏡浦小学校 600 100 100 450 96 120 40 6 3 1,500 100 20 364 
168 

(120) 
3  2 

12 今浦観音堂 400 50 50 120 48 192 10 6 1 600 50  56 （34） 1 3  

13 
相差保育所 

(旧国崎小学校) 
300 50 50 160 48 480 10 6 2 800 100 10 140 （54） 1 6  

14 弘道小学校 1,300 200 100 800 96 120 60 12 2 2,700 100 20 644 
168 

(144) 
3 30 2 

15 神明神社      120   1 700     1   

小 計 13,400 2,349 1,700 8,010 2,016 5281 360 78 31 33,975 2,726 420 5,376 
2,784 

(2,618) 
47 294 19 

※１仮設トイレ：（5,500 回／個数） 

※２携帯トイレ：個数＝使用回

 
2
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施  設  名 

非常食 仮設トイレ 

※１ 

携帯ﾄｲﾚ 
 

※２ 
毛布 哺乳瓶 

生理 
用品 

乳児用紙おむつ 

（大人用） 
発電機 

ﾊﾟｰﾃ

ｰｼｮﾝ 

ｽﾎﾟｯﾄ

ｸｰﾗｰ α米 おかゆ 
アレルギー
対応おかゆ ビスケット 

ビスケット 
アレルギー対応 水 粉ミルク 

アレルギー対応 
粉ミルク  

16 長岡中学校      120   1  150    3 20 2 

17 女性活動センター      120    100 50    1   

18 旧旭分校跡 100 50 50 80 48 120 10  1 300 40  56 (34) 1 6  

19 菅島小学校 500 100 50 320 48  60 6 2 1,300  5 532 
258 

(144) 
 4  

20 菅島コミュニティｱﾘｰﾅ         1 100 150    6  2 

21 旧桃取公民館 400 100 100 200 48    1 800 10 5 504 
438 

(180) 
 4  

22 桃取コミュニティｾﾝﾀｰ 100   120 48     600     1   

23 答志保育所 1,000 100 100 600 48 960 40 6  1,500  5 784 
258 

(234) 
2   

24 答志コニュニティーｾﾝﾀｰ           10    3   

25 
答志中学校 400 100 100 240 48 480 20 6 2 1,200 80 5 252 

270 

(108) 
2 28 2 

26 神島保育所 300 100 50 200 48  40 6 2   5   2   

27 桂光院      360    900 100  140 
180 

(90) 
 3  

28 坂手コミュニティｱﾘｰﾅ 200 100 50 200 48 240 10  2 900 80 5 140 
168 

(54) 
1 24 1 

29 その他    30  1,152   7 2,700 1,730  616 
504 

(768) 
49   

合    計 16,400 2,999 2,200 10,000 2,406 8773 580 108 50 44,375 5,166 450 11,760 
4,860 

(4,229) 
137 535 33 

※１仮設トイレ：（5,500 回／個数） 

※２携帯トイレ：個数＝使用回数

2
9

7
 



 

 

２２ 防災拠点等一覧表 

施  設  名 管理者 所在地 

 
敷地総面
積（㎡） 

災害時の主な活用用途 備  考 

活動拠点 搬送拠点 物資拠点 給水拠点 
災害廃棄物

仮置場 

仮設住宅建

設予定地 

指定緊急避

難場所/指定

避難所 

離着陸場 離着陸場規模 

 旧小浜小学校 市 小浜町 97-1 7,310    ○  ○ ○   

鳥羽小学校 市 堅神町 805-3 他 18,598 ○     ○ ○   

鳥羽商船第二体育館横 
鳥羽商船高等

専門学校 
池上町 1-1 他 2,800 ○   

 
 ○ ○   

あおぞら保育所 市 池上町 9-24 2,090    ○   ○   

ｼﾝﾌｫﾆｱﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（株） 
伊勢製作所 
ﾓｰｼｮﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ機器工場（鳥羽） 

シンフォニアテクノロジー㈱ 

伊勢製作所 
鳥羽一丁目 19-1 7,000 ○     

 

   

鳥羽市本庁舎 市 鳥羽三丁目 1-1 930 ○   ○      

鳥羽中央公園 

多目的グラウンド 
市 大明東町 3-2 98,578    

 
○   ○ 

70×70 

150×129 

鳥羽東中学校 市 安楽島町 1451-19 15,780 ○   ○  ○ ○   

松尾工業団地 開発公社 松尾町304-75ほか 13,000 ○     ○    

スギハラプロテック工場施設  ｽｷﾞﾊﾗﾌﾟﾛﾃｯｸ（株） 松尾町 304 800  ○ ○       

鳥羽市清掃センター 

東部地区跡地外 
市 松尾町 1240-9 25,000     ○     

相差保育所 市 国崎町 1302 5,850    ○   ○   

鳥羽展望台 （有）ノア 国崎町 3-3 18,000 ○       ○ 38×21 

鳥羽志摩ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ芝生公園 鳥羽志勢広域連合 白木町 247-10 2,100 ○         

旧坂手小学校 市 坂手町 938 7,289    ○  ○ ○ ○ 51×36 

菅島小学校 市 菅島町 1-2 5,838    ○  ○ ○ ○ 69×29 

答志中学校 市 答志町 2220-5 12,554          

答志保育所 市 答志町 494 806    ○   ○   

桃取コミュニティセンター 桃取町内会 桃取町 284 496    〇   〇   

神島保育所 市 神島町 274 360    ○   ○   

 エクシブ鳥羽 ﾘｿﾞｰﾄﾄﾗｽﾄ 安楽島町 212-1 48,232    〇      

今浦老人憩の家 市 浦村町 240 177    〇   〇   

旧鏡浦小学校 市 浦村町 1744-1 25,165    〇   〇   

 

2
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